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財団法人京都府埋蔵文化財調査研究センターでは、京都府内の公共事業に伴う埋蔵文化財の発

掘調査を行ってまいりました。この間、当センターの業務の遂行にあたりましては、皆様方のご

協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

さて、発掘調査については、その内容を出来るだけ早く公表する必要があり、それに対応する

ために三種の刊行物を出しております。すなわち、発掘調査の速報と職員の論考等を 『京都府埋

蔵文化財情報』によって、発掘調査成果の概要報告を『京都府遺跡調査概報』によって公表して

おります。そして、特に著しい成果のあったものについては、『京都府遺跡調査報告書』を刊行

しております。

本書は、『京都府遺跡調査概報』として、平成11. 12年度に実施した発掘調査のうち、京都府

企業局の依頼を受けて行った京都新光悦村関係遺跡に関する発掘調査概要を収めたものでありま

す。本書が学術研究の資料として、また、地域の埋蔵文化財への関心と理解を深める上で、何が

しかのお役にたてば幸いです。

おわりに、発掘調査を依頼された各機関をはじめ、園部町・園部町教育委員会などの各関係諸

機関、ならびに調査に参加、協力いただきました多くの方々に厚く御礼申し上げます。

平成13年3月

財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センタ一

理事長樋口隆康
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凡例

1. 本書は京都新光悦村関係遺跡、に関する概要報告書である。

2. 遺跡の所在地、調査期間、経費負担者及び概要の執筆者は下表のとおりである。

遺跡名 ｜ 所在地 ｜ 調査期間 ｜ 経費負担者

京都新光悦村関係｜船井郡園部町瓜生｜平12.9. 8～平13.9. 26 I京都府企業局
遺跡 ｜野・内林町今林

執筆者

引原茂治 ・

福島孝行

3. 本書で使用している座標は、国土座標第 6座標系による。

4. 本書の編集は、調査第 l課資料係が当った。
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(5) 6号墓主体部棺内完掘状況（東から）

(6) 8号墓土器埋納土坑土器検出状況（東から）

図版第9 (1）平山古墳空中写真（北から） (2）平山古墳空中写真（上が北東）

(3）平山古墳主体部（西から）

図版第10 (1）副葬品北群出土状況（北から） (2）副葬品南群出土状況（南から）

(3）主体部小口溝完掘状況（東から）

図版第11 (1）カチ山北古墳群空中写真（北から） (2）カチ山北古墳群空中写真（上が東）

(3) 1号墳主体部鉄万出土状況（東から）

図版第12 (1) 1号墳南溝土器出土状況（南から） (2) 2号墳主体部副葬品出土状況（北から）

(3) 2号墳主体部副葬品出土状況（西から）

図版第13 (1) 6・7号墳空中写真（上が北） (2) 6号墳埴輪列検出状況（東から）

(3) 6号墳不明土坑完掘状況（東から）

図版第14 (1) 6号墳主体部副葬品出土状況（西から）

(2) 6号墳万剣類出土状況（南から）

(3) 6号墳農工具出土状況（南から）

市
川



図版第15 (1) 6号墳鉄矛出土状況（西から）

(2) 6号墳玉類出土状況（南から） (3) 6号墳鉄鉱出土状況（東から）

(2) 6号墳短甲出土状況（東から）図版第16 (1) 6号墳鏡出土状況（南から）

図版第17 (1) 7号墳主体部棺内完掘状況（南から）

(2) 7号墳「UJ字形鍬・鋤先出土状況（西から）

(3) 7号墳曲刃鎌出土状況（南から）

図版第18 (1) 8号墓空中写真（上が北） (2) 8号墓墳頂平坦面（西から）

(3) 8号墓第 1主体部完掘状況（東から）

図版第四 (1) 8号墓第 l主体部副葬品出土状況鏡取り上げ前（北から）

(2) 8号墓第 1主体部副葬品出土状況鏡とり上げ後（南西から）

(3) 8号墓第 1主体部農工具出土状況（西から）

図版第20 (1) 8号墓第 1主体部鉄ヤリ出土状況（北から）

(2) 8号墓第 2主体部石材出土状況（東から）

(3) 8号墓第 2主体部棺内完掘状況（東から）

図版第21 (1) 8号墓第 2主体部錨出土状況（南から）

(2) 8号墓第 2主体部方形刃先出土状況（西から）

(3) 8号墓第 3主体部土器出土状況（東から）

図版第22 (1) A地区空中写真（北から） (2) A地区SHOl土器出土状況(1)（北から）

(3) A地区SHOl完掘状況（東から）

(4) A地区SHOl土器出土状況（2)（北から）

図版第23 (1) B地区空中写真（北東から） (2) B地区SHl2完掘状況（東から）

(3) B地区SH05完掘状況（西から） (4) B地区SH05竃検出状況（南から）

図版第24 (1) c地区空中写真（上が南） (2) c地区SXl5（南東から）

図版第25

図版第26

図版第27

図版第28

図版第29

図版第30

(3) c地区SX35・08（北西から）

平山古墳出土遺物

(4) c地区SX29（南西から）

狭間墳墓群・カチ山北古墳群・今林古墳群出土遺物

今林古墳群出土遺物(1)

今林古墳群出土遺物（2)

今林古墳群出土遺物（3)

今林古墳群・今林遺跡出土遺物

一四一
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京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

1 .はじめに

この報告は、京都新光悦村建設に伴う平成11年度と平成12年度の 2年度にわたる調査について

のものである。これらの調査地は、京都府船井郡園部町瓜生野・同内林町今林地内に所在する。

園部盆地の北側に横たわる独立正陵上に位置している。この地に京都新光悦村建設が計画された

ため、京都府企業局の依頼を受けて、当調査研究センターが発掘調査を実施した。調査に係る経

費は、京都府企業局に全額負担していただいた。調査は両年度を通じて当調査研究センター調査

第2課課長補佐兼調査第 l係長水谷寄克 ・同主任調査員引原茂治 ・同調査員福島孝行が担当し

た。調査にあたっては、京都府企業局や京都府教育庁指導部文化財保護課をは じめ、園部町企画

情報室・園部町教育委員会 ・地元自治会などから協力していただいた。現地調査においては、地

元有志の方々や学生諸氏に協力していただ♂柱。

2.調査経過

平成11年度の調査は、平成11年9月8日から着手し、当初瓜生野古墳群中の古墳 7基と平山古

墳状隆起の発掘調査、平山古墳状隆起および中世の山城跡の可能性がある地点3か所の試掘調査

を行う予定で開始した。平山古墳状隆起では表土直下に岩盤が露呈し、遺構・遺物は存在しなか

った。したがって平山古墳状隆起は遺跡ではないことが判明した。瓜生野古墳群では、当初の調

査対象は、瓜生野17～23号墳の 7基であった。調査の進展にしたがい、盛土を持たないものなど

を確認し、最終的には13基となった。またこれらは弥生時代の台状墓であることも判明した。こ

れは後期古墳群である瓜生野古墳群とは内容等が異なるため、京都府教育庁指導部文化財保護課

および園部町教育委員会と協議の上、今回の調査対象を狭間墳墓群と改称することとし、新たに

北側から番号を付した。したがって、従来の瓜生野17号墳を狭間 1号墓、 18号墳を 2号墓、 19号

墳を 4号墓、 20号墳を 5号墓、 21号墳を 7号墓、 22号墳を11号墓、 23号墳を12号墓とした。なお、

9号墓は、墳頂部が現里道と重なっており、また、 10号墓も、昭和末期まで使用されていた墓地

と重なるため、京都府教育委員会との協議により調査対象外となった。11月8日からは、中世山

城跡の可能性がある地点3か所の試掘を開始した。調査地は、平山古墳状隆起がある正陵頂部か

ら北に延びる尾根上と、平山古墳状隆起北東の丘陵頂部、さらにそこから北側の小頂部に位置す

る。この内、最も北側の小頂部は、遺構・遺物ともに存在せず、遺跡でないことが判明した。ほ

かの 2地点では遺構を検出したので、発掘調査を行った。平山古墳状隆起北側尾根上からは方墳

2基を検出し、南側に位置する古墳を平山 1号墳、その北側に隣接する古墳を平山 2号墳と仮称

した。また、平山古墳状隆起北側丘陵頂部からは楕円形墳 l基を検出し、平山3号墳と仮称した。

調査の結果、平山 1. 2号墳は古墳時代中期に築造され、平山 3号墳は古墳時代前期に築造され

-1-



京都府遺跡調査概報第97冊

たことが分かった。これらの古墳は立地・内容等を異にしているので、関係諸機関と協議の上、

平山 1・2号墳をカチ山北古墳群、平山 3号墳を平山古墳と改称した。また、次年度調査予定の

今林古墳群試掘調査の追加依頼があり、平成12年 l月26日から開発対象の今林6～8号墳の試掘

を開始した。その結果、すべての古墳から埋葬主体部を確認した。すべての調査が終了したのは

平成12年3月3日である。

平成12年度の調査は、今林6・7・8号墳の古墳 3基と今林遺跡約2,OOOm2を対象として実施

した。調査は、平成12年4月11日から開始した。また 4月23日に昨年度調査分の現地説明会を実

施した。今林6号墳では大規模な主体部を掘削し、多数の遺物が出土した。 7号墳は古墳時代中

期の築造であることが判明した。8号墳では、第 l主体部から銅鏡や鉄製品などが出土した。今

林遺跡の調査では、弥生時代後期と古墳時代後期の集落跡を検出した。 9月9日には、平成12年

度調査の現地説明会を実施し、 9月26日に発掘調査を終了した。 (5 l原茂治）

3.位置と環境

(1)地理的環境

今回調査を行った平山遺跡群は京都府船井郡園部町瓜生野 ・内林町に所在する通称「平山jと呼

ばれる独立丘陵上に立地する。園部町は丹波高原の南端に大堰川水系の園部川、半田川などの小

第 l図 調査地位置図

1.狭間墳墓群 2.平山古墳 3.カチ山北古墳群 4.今林古墳群 ・今林遺跡 5 カチ山古墳群 6.瓜生野古墳群

7.曽我谷遺跡 8.金ヶ沢遺跡 9.善願寺遺跡 10.園部垣内古墳 11.宮ノ口遺跡 12.中畷古墳

13.園部黒田古墳 14.天神山古墳群 15.小桜古墳群 16.温井古墳群
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京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

河川によって形成された沖積平野、通称「園部盆地jを中心に構成されている。この盆地を形成し

た小河川は、亀岡盆地の北部で大堰川・桂川となって山城盆地へと進み淀川に合流して大阪湾へ

と注ぐ。園部盆地は淀川水系の最深部にあるといえる。

(2）歴史的環境（園部町の弥生～古墳時代）

弥生時代の遺跡としては、曽我谷差跡・半田遺跡・宮ノ口語跡・今林差跡・善願寺差跡におい

て建物跡などが確認されている。宮ノ口遺跡第4次調査では弥生時代中期の遺構と土器が検出さ

れている。弥生後期の高地性集落遺跡である今林遺跡のすぐ南東の扇状地上に曽我谷遺跡がある。

この遺跡からは庄内式併行期の溝などが発見されている。庄内式併行期の黒田苦最は全長約52m

の前方後円形の墳墓である。出土遺物は破砕した双頭龍鳳文鏡や管玉・鉄鉱・塗漆製品などがあ

る 。 長辺12mの今林 l 号墳もこの時期の墳墓で£~ 。
古墳時代に入札中畷古墳・園部垣内苦誌が築造される。中畷古墳は全長64mの前方後方墳で

ある。筒形銅器・埴輪の出土が伝えられる。園部垣内古墳は葺石・埴輪・周壕を備えた全長約84

mの前方後円墳である。高野槙を使った木棺の内外からは三角縁神獣鏡・ 三角縁仏獣鏡などの鏡

のほかに多数の玉類・石製腕飾類・方形板革綴短甲・武器・農工具などが出土している
（注JO)

古墳時代中期になると大規模な前方後円墳は姿を消し、径28mの楕円形を呈する岸ヶ前2号墳

徳雲寺北 1亨場ゃ今林6号墳、小桜古議轟のような一辺が20mほと寺の方墳などが築かれるように

なる。これらの特徴は小規模古墳であるにもかかわらず、豊富な副葬品を持つことや、方墳を 2

基近接して築造するという共通性が見られる。

古墳時代後期になると黒田北古議暴・町田東古選準・温井古議齢、園部天神山古省幹、瓜生野

第2図調査地点配置図
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古墳群などが造営される。これらは15m内外の円墳で、構成されている。木棺直葬で鉄製楕円形鏡

板付轡などの多くの鉄器類とともに須恵器が出土した今林2号墳などを除いてそのほとんどが横

穴式石室を持つと推定される。また古墳時代後期の園部盆地の特色として須恵器窯がある。南側

の丘陵部に約30基の須恵器窯が壷の谷・桑ノ内・高杭・大向の4支群に分かれて形成される。こ

れらは 5世紀末に開窯された最古の地方窯の 1つと考えら北1£。 （重松朋孝）

X=-97,475 

X=-97,485 
L 

X=-97.490 I oo 一 寸

0 10m 
~ 一一ー

0 10m 
』＝＝＝－＇ －一一一X=-97.535 

た 9司

｜｜  
第3図狭間墳墓群配置図（左 ：調査前、右：調査後）
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4.調査概要

(1)狭間墳墓群

A.検出遺構

当墳墓群は平山丘陵西端の南北に伸びる尾根上に立地し、尾根線上最高所に連接して築かれて

いる。 1～ 9号墓と10・11号墓は列を若干ずらして形成される。狭間墳墓群の表土および周溝埋

土上層からは古墳時代後期の須恵器が出土したが、これに伴う遺構は検出されず、性格は不明で

ある。また、里道の東側は中・近世墓群、および現代墓（両墓制の埋墓という ）によって大きく削

平を受けており、旧状をとどめてはいない。

①狭間 1号墓（I日称瓜生野17号墳）

墳丘 里道によって北辺と東辺を削平され、南辺を後世の造成により削平されているため、本

来の墳正の状況を残している部分は少ない。唯一南辺は2号墓との間に周溝を共有している状況

が分かるのみである。また墳丘上も盛土のほとんどと、盛土下の旧表土の多くを削平によって失

っており、主体部を検出することはできなかった。 また、墳丘北側には地震に伴う亀裂の痕跡が

見られ、北半は大きく破壊されている状況が見られる。こうした状況から埋葬施設は検出できな

かった。したがってこの高まりが墳墓でない可能性もあるが、墳E上に乱掘坑があ り、ここから

l号墓とすスタンプ文のある弥生土器片が出土したことから墳墓であった可能性も否定できず、

＼ 
ー 『 － － 司 町 町 恒 司 町 町 町 ー ー

j 

0 2m  

－U凶
M
G
G

」一＼｜イ
~－－－－－：：：：：－－－－一一一一一一～ミミミ＼

第4図狭間 l号墓平面 ・断面図
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ることにした。墳正が残存している部分の規模は東西llm・南北9.2mを測る。

②狭間 2号墓（旧称瓜生野18号墳）

墳正 墳Eは東辺が里道によって、西辺が造成によって削平されている。また、東・南・北の

3辺は溝によって区画されている。墳丘が残存する部分の状況から方形の墳正であると考えられ

る。溝の墳丘側下端によって南北を測ると、 9.2mを測る。墳高は溝底からl.lmを測る。墳丘は

旧表土を含め、 80cmほど墳丘周囲を削平し、 30cm前後の盛土を行って整形している。周溝内には

供献土器として転落した弥生土器や、周溝が埋没する過程で遺棄された須恵器が出土した。主体

部は墳正上平坦面に 4基並設され、木棺直葬の 3基は主軸を東西方向にとる。中心の主体部を第

l主体部、北側を第2主体部、南側を第3主体部と呼ぶ。第4主体部は小型の土墳墓で、第2主

体部の東辺を切っている。

156.000 

0 2m 

第5図 狭間2号墓平面・断面図
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1 Ocrn ・深さ 5cm、

西側に長さ50crn・ 

幅50crn・深さ 5cm 
。
岳
田
町
山
町
－

_J 

「

「1

，，， 

し

の小口溝を検出し

したがって木

面形態は 1段墓墳

棺形式は「HJ形

の組合式箱形木棺

である。墓墳の断

た。

である。棺内には

西側棺側に棺底か

155.600 

~ ら6cmほど浮いた

状態で、折り曲げ

られた錐（第 7図）

が l点出土した。
1m 

第6図狭間2号墓第 l主体部平面・断面図

上段は墓墳 ・棺表示線検出状況、中段は木棺掘形検出状況、下段は完掘状況

伴って棺内に転落したものと考えられる。棺内の埋土上部から

。
これは棺上に置か

れたものが腐朽に

mv 
拳大の礁を多数検出した。これは舞鶴市川向 2・3号墳、野田

川町・宮津市霧ヶ鼻 l号墳で見られた棺表示礁であると考えら

~ 

れる。棺蓋を閉じた後、ある程度埋め戻した段階で棺上に当た

る部分に喋を置いたものが、棺の腐朽に伴って棺内に転落した
（注18)

ものと考えられる。なお、木棺崩壊過程で、北側の長側板が内

側に倒れた状況が土層断面から看取される。狭間墳墓群中で小

／ 

5cm 

狭間墳墓群出土鉄器実測図

。口溝を検出したのはこの主体部のみである。

第2主体部は長軸2.94m・短軸1.06m・深さ35crnを測る長方
第 7図

-7-
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形の墓墳に、長軸2.35m ・短軸0.56mを測る木棺を直葬している。木棺掘形および土層断面の状

況から木棺の形式は組合式箱形木棺であると考えられる。墓墳の断面形態は l段墓墳である。副

葬品はなく、木棺埋土上層から棺表示礁が出土した。

第3主体部は長軸2.75m以上・短軸0.93m ・深さ27cmを測る長方形の墓墳に、長軸2.5m以

上－短軸西側0.57m・東側0.44mを測る木棺を直葬している。木棺掘形と土層断面の状況から木

棺形式は組合式箱形木棺であると考えられる。墓墳の断面形態は l段墓墳である。副葬品はなく、

（福島孝行）木棺埋土上層から棺表示礁が出土している。

第4主体部は墳頂部北東側で第2主体部と一部重複する。切り合い関係からみて第4主体部が

後に造られている。墓墳は56cm×36cmの南北に長い隅丸長方形の平面プランをもっ。木棺痕跡は

認められないが、墓境配置から主体部と考えられる。墓壊底は南半が若干低く、中央がさらに深

く掘り込まれる。墓墳底から浮いた状態で査上半部片が出土した。土壌墓に供献されたものか、

被葬者の遺体を覆

うように設置され

もしくは

置土の上に設置さ

れた土器棺の可能

性がある。土器は

内面の器壁の荒れ

品の類は検出され

なかった。土器は

l個体の破片のみ
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が確認できる 。人

骨・副葬品・着装

であった。土器棺

であれば、無蓋か、

有機質の蓋を用い

たと考えられる 。

底部付近は検出さ

れなかったカ人削

平を受けたと考え

G
O占
w
m
m

－
「

し

ーー、、ー一、ー

られる状況であり、

その過程で失われ

当初からたのか、

~ 

－
 

『

、
、

F
 

，
 

一
i

－
 備えないのか判然

玄）

としない。

（三好

1m 

第8図狭間 2号墓第2主体部平面・断面図
上段は墓域・棺表示磯検出状況、中段は木棺掘形検出状況、下段は完掘状況
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③狭間3号墓

墳正は北側を 2号墓

残丘を利用し、 削り出し ・盛

に、南側を4号墓に削られた

土ともに行っていないと思わ

墳正

しかし主体部は南北のれる。

溝の中間に設けられているた

意識していることは明らかで

南北は6.7mを測る。墓域の

この空閑地を墓域として

ある。そう考えると、墓域の

め、

東側は若干低くなり、平坦地

。。。

m
m一

」

「
が広がっているため、東側に

この墓

が出土した（第38図3・4）。

主体部は長軸3.15

域の表土から弥生土器底部片

ついては若干の削出しを行っ

ている可能性もある。

主体部

155.600 

，ζごコ三フ、 1,6 ~ 

~－1; f::二五士三3二二土二豆長二~抵ジー

m・短軸l.23m ・深さ37cmを

測る長方形の墓墳に長軸2.97

m・ 短軸0.54mを測る木棺を

1m 。直葬している。木棺掘形が墓

第9図狭間2号墓第3主体部平面 ・断面図

上段は墓墳 ・棺表示磯検出状況、中段は木棺掘形検出状況

下段は完掘状況

壊小口まで到達しているこ

と、および土層断面の状況か

」

ら木棺の形式は「H」形の組

し

155.400 

30cm 。

狭間2号墓第4主体部平面・断面図

-9-

第10図



京都府遺跡調査概報第97冊

合式箱形木棺であると考えられる。墓墳は l段墓墳である。副葬品はなく、木棺埋土上層から棺

表示礁が出土した。

④狭間4号墓（旧称瓜生野19号墳）

墳丘 4号墓は主軸を南北にとり、長軸lOm・短軸 9mを測る隅丸長方形の墳丘で、墳高は

1. 3mを測る。墳正は旧表土を含め、削り出しによって高さ約 lmの墳丘を作り、その上に約

30cmの盛土を行って整形している。明らかに溝を掘っている部分は北辺と南辺のみで、東辺と西

辺は削り出しを行うのみで溝の立ち上がりは見られない。また、南東部に地山を削り残した部分

があり、削り残しと墳正が接する部分に後述する貼石の 1石が残存することからこの削り残しは

意図的に行われたものであると判断される。そつであるならば、この部分は墓道である可能性も

ある。主体部は墳丘上平坦面に主軸を東西に揃えて2基設けられ、この内、 南側の第 l主体部の

東辺を一部切って土器棺墓である第3主体部が設けられている。

156.000 

ζ 戸弐とフー ＝』－＝『ミミニー
0 2m 

第11図狭間3号墓平面 ・断面図

ハH
U

句
｝
ム

外表施設

4号墓の墳丘

裾から貼石の

残欠と考えら

れる小児人頭

大～人頭大の

角離が検出さ

れ、その転落

石も見られ

る。石材はこ

の丘陵を構成

する岩石と同

じもので、 E

陵内で採取で

きるものであ

る。貼石は北

辺と西辺で残

りがよく、北

辺には最大3

段残っている

部分がある。

この貼石は日

本海沿岸に弥

生中期に広が

り、後に四隅
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むしろ兵庫丹波の鉄砲山墳墓や播磨突出墓に受け継がれる貼石とは用いる石材が異なっており、

の井の端墳墓群に見られる、弥生時代終末期の塊石を用いた貼石の影響を受けたと考えられる。

第 l主体部は長軸3.5lm ・短軸1.62m ・深さ48cmを測る長方形の墓墳に長軸2.34m・ 主体部

短軸0.77mを測る木棺を直葬している。木棺掘形および土層断面の状況から木棺の形式は組合式

箱形木棺であると考えられる。墓墳の断面形態は l段墓墳である。副葬品はない。墓墳内南東部、

ごく一部だけが土圧裏込めの上面に供献土器を検出した。聾の体部片である。完形にはならず、

で押しつぶされていた。聾の内面を上側に向けていた。墓墳上に置かれていたと見られる拳大の

礁を木棺の東端、棺床から30cmほど浮いたレベルで検出した。石材はこの正陵から採取可能なチ

これはそのレさらに木棺中央部、初期流入土の直上で、人頭大の礁を検出した。ャートである。

ベルから棺蓋上から蓋材の腐朽に伴って転落したものと考えられる。石材はチャートである。両
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こさない限り目に触

れないものであるた

め、棺表示喋の一種

第2主体部は長軸

3. 53m・短軸1.61 

m・ 深さ5lcmを測る

と考えられる。

長方形の墓壌に、長

軸2.49m・短軸0.53
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寸mを測る木棺を直葬
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および土層断面の状

ると考えられる。墓

__J 墳の断面形態は l段

155.500 

墓墳である。副葬品

はない。墓墳内中央

部から西側にかけて

最上層から供献土器

1m 。が多数出土した。器

狭間3号墓主体部平面 ・断面図
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E
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第12図
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である。土器は赤褐色で、その他の土器が淡樫色ないし淡褐色であることと対照的である。完形

に組み上がるものはないが、最上層は木棺の腐朽 ・陥没に伴う陥没坑に堆積した二次堆積土であ

るため、これらの土器は墓壊上に置かれていたと判断される。したがって当初から細片化してい

たかは不明であり、たとえ細片化していたとしても最も類似しているのは峰山町赤坂今井墳丘墓

第l主体部などで見られる墓墳上に細片化した土器を置くものであろう 。墳丘周辺からも墓境上

から転落したと見られる赤褐色の土器片が出土した。 （福島孝行）

第3主体部は墳頂部東側第2主体部と一部重複して位置する、土壌内に土器を設置した主体部

〈ヨム十ー

＼ 

＼ 

' II I 、、‘別 1、、 Irー』ー－I、、 ，，
＼＼  r一寸｜

、， ＇／ .1

'¥J 
＼ 

＼ 
＼ 

一
回
。
凶

C
C

156.500 

0 2m 

第13図 狭間4号墓平面・断面図
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第14図狭間4号墓貼石平面 ・断面図

である。切り合い関係からみて

第 3主体部が後叩れてい ＼ 
る。墓壌は0.39m以上×0.3lm 

の東西に長い楕円形の平面プラ

ンをもっ。聾の口縁部を西に向

け、横倒しにして据える。人

骨・副葬品・着装品の類は検出

されなかった。上半は削平され

ていたが、下半は比較的良い状

態、であった。遺存する部分には

意図的な穿孔、口縁部の打ち欠

1~謁.100

7ミ孟;J:r。 30cm 

きなどは認められない。土器は 第15図狭間4号墓第3主体部平面・断面図

一個体の破片のみであった。無蓋か、有機質の蓋を用いたと考えられる。墓墳配置と土器内面の

器壁の荒れが確認でき、土器を棺に用いたと考える。 （三好玄）
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色シルト質細砂、 5 黄灰褐色細砂、 6 やや明るい黄灰褐色細砂、 7 J疋褐色細

砂、 8 日昔灰褐色シルト質細砂、 9 赤黄褐色細砂、 10.H奇怪褐色シルト質細砂、

II. 赤貨褐色細砂、 12. ややH音貨灰褐色ンルト混じり細砂、 13. やや暗黄尚色細

砂、 14. ややBit黄灰色極細砂、 15. やや淡黄灰色シルト質極細砂、 16. 灰黄褐色極

細砂、 17. 黄灰褐色ンルト質極細砂、 18. 明黄灰色シルト混じ町紺l砂、 19.やや暗

い黄灰褐色シルト、 20. 1黄絹色中粒砂、 21. やや暗い黄褐色中粒砂

第16図狭間4号墓第 l主体部平面・断面図

（上段 ：棺表示磯・土器検出状況、中断：木棺掘形検出状況、下段：完掘状況）
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第 1：主体部

第2主体部

l¥r 

二二ご二：壬二二ごごさ1竺ょ~

第18図狭間 5・6号墓平面 ・断面図
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京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

⑤狭間5号墓（旧称瓜生野20号墳）

墳丘 5号墓は東辺を里道により削平されている。主軸を南北にとり、長軸13.5mを測る隅丸

長方形の墳丘で、墳高はl.4mを測る。狭間墳墓群中、 9号墓に続く 2番目の規模を誇る。墳正

は旧表土を含め、削り出しによって高さ約l.15mの墳丘を作り、その上に約25cmの盛土を行って

整形している。明らかに溝を掘っている部分は北辺と南辺のみで、西辺は削り出しのみで溝の立

ち上がりは見られない。また、西辺中央部に傾斜がややゆるく、突出するかに見える部分もあっ

て、 6号墳の周溝の陸橋部に接続する墓道を意識した造作である可能性がある。主体部は墳丘上

平坦面に主軸を東西に揃えて2基設けられている。この内、北側の主体部を第 l主体部、南側を

第2主体部と呼ぶこととする。なお、墳丘西裾に弥生土器の査を斜位に埋設した遺構を検出した。

第四図狭間 5号墓断面図
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第20図狭間5号墓第 l主体部平面図

（左 ：墓墳上標石・ 供献土器出土状況図、右：棺内完掘状況）
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第97冊京都府遺跡調査概報

これも土器棺墓になる可能性がある。

第 1主体部は長軸4.15m以上・ 短軸2.38m・深さ92cmを測る長方形の 2段墓墳を持主体部

つ。第 l段目の底部には長軸2.45m・短軸l.lmを測る範囲に板材による囲いを施し、長軸2.4

m・ 短軸0.60mを測る 2段目には長軸l.57m ・短軸0.58mの木棺を設置する。木棺掘形および土

層断面の状況から木棺の形式は組合式箱形木棺であると考えられるが、木棺の東西に東側で、40cm、

「H」形になる可能性が西側で、50cm分の裏込めがあるため、木棺痕跡は検出できなかったものの

これはある。副葬品はない。木棺北辺の棺床から35cmほど浮いた面で、供献土器片を検出した。

南北断面の12層中であり、旧状を復原すると板材による囲いの蓋上に当たる位置から転落した可

能性が高い。また墓境内東半部、板材による囲いからその裏込め上にかけて供献土器を検出した。

ごく 一部だけが土圧で押しつぶされていた。
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京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

これらは6・7層に含まれ、 7層は旧状を復原すると墓境上に盛り上げられた蒲鉾状のマウンド

上にあたり、土器はこの上に置かれたと考えられる。また、 6層は板材による囲いの裏込め上面

に堆積している。したがってこちらは裏込め上に置いたものと判断される。さらに板材による囲
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第22図狭間 5号墓第2主体部平面・断面図

（上段：棺内完掘状況、下段：完掘状況）
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1 u~灰褐色細砂 2. 明尚色ンルト宜細砂、 3 明鐙尚色ンルト間細砂、 4 ~I占、槌色細砂jj ンル

ト、 5 前灰褐色細砂世ンルト. 6. 淡！疋褐色ンルト、 7 淡灰尚色ンルト、 8 淡位向色細砂質ン

ルト、 9 iJ<褐色細砂質ンルト、 10. 決担制色細砂質ンルト

狭間 6号墓平面・断面図第24図狭間 5号墓第2主体部断面図第23図

いの内部に落ち込んだ状態で、 25cm四方の石材を検出した。また南西隅で、長軸50cm・短軸40cmの

こちらは棺内側に傾斜し、木棺および板材による固いの腐朽に伴って陥没した石材を検出した。

墓墳内に、転落しかけた状態であると解釈できる。双方ともチャートの角礁で、 26層の上面であ

この両者は標石と考えられる。り、墓墳上の蒲鉾状マウンドの脇に置かれたと考えられる。

第2主体部は長軸4.34m・短軸2.38m・深さ76cmを測る長方形の 2段墓墳である。第 l段目の

底部に長軸3.50m・短軸0.95mを測る範囲に板材による聞いを施し、長軸3.50m・短軸0.95mを

測る 2段目には長軸2.lOm ・短軸0.60mの木棺を設置する。木棺掘形および土層断面の状況から

木棺の形式は組合式箱形木棺であると考えられるが、木棺の東西に東側で50cm、西側で、35cmの裏

「H」形になる可能性がある。第 l主体部込めがあるため、木棺痕跡は検出できなかったものの

では 2段墓墳の 2段めの幅いっぱいに木棺を納めていたが、第2主体部では二段目を広く作り、

木棺の長側板の外側に裏込めを施す。棺内に副葬品はなく、墓墳埋士、南北土層断面6層から鉄

この鉄製品が何であるかは不明であるが、墓墳を埋め戻した後に置いたと考えら片が出土した。

れる。供献土器は墓墳上の陥没坑と考えられる層位中(13～15層）から細片となって出土した。

⑥狭間 6号墓

6号墓は西辺が調査区外に伸びるため、東西の規模は不明であるが、南北6.3mを測る墳丘

隅丸方形の墳丘で、墳高は20cmほどである。墳丘は削り出しによって整形している。盛土は行っ

ていない。観察できる南北・東辺は溝を掘っている。また、周溝の北東隅に削り残した部分があ
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京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

り、この部分は墓道を意識した可能性がある。主体部は墳丘上平坦面に l基設けられている。

主体部 長軸2.35m・短軸1.12m ・深さ41cmを測る隅丸方形の l段墓壌に長軸2.22m ・短軸

57cmの組合式箱形木棺を納める。墓墳の南辺は一部テラスを造り出す。遺物は出土しなかった。

⑦狭間7号墓（旧称瓜生野21号墳）

墳丘 7号墓は東辺を里道により削平されている。南北10.lmを測る隅丸方形の墳正で、墳高

は約 lmを測る。墳正は旧表土を含め、削り出しによって高さ約60cmの墳丘を作り、その上に約

40cmの盛土を行って整形する。北辺は 5号墓と溝を共有し、南辺から西辺の南半分まで、溝を掘

主＝戸三三二

一一三ぞ？三三雪、

0 2m 

第25図狭間7号墓平面・断面図
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京都府遺跡調査概報第97冊

る。西辺の溝は北へ行くほど浅くなり、北半は削り出しのみの整形となる。主体部は墳丘上平坦

面に主軸を東西に揃えて2基設けられ、北側の主体部を第l主体部、南側を第2主体部と呼ぶ。

主体部 第1主体部は長軸3.8m以上・短軸1.6m・深さ65cmを測る長方形の墓墳に、長軸2.47

m・短軸0.77mを測る木棺を直葬する。木棺掘形および土層断面の状況から木棺の形式は組合式

箱形木棺であると考えられる。墓墳の断面形態は l段墓壌である。副葬品はない。

第2主体部は長軸3.65m以上・ 短軸1.8m ・深さ62cmを測る隅丸長方形を呈する 2段墓墳であ

る。長軸2.lOm ・短軸1.07mを測る 2段目には、長軸2.0m・短軸0.68mを測る木棺を直葬して
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l 暗灰黄褐色シルト質細砂、 2 明褐色細砂質シルト、 3 黄燈褐色細砂質ンル

ト、 4.黄尚色シルト質細砂、 5 明黄褐色シルト質細砂、 6.l先黄尚色ンルト、

7. 黄褐色細砂質シルト、 8 灰黄褐色細砂賀シルト、 9 賞筒色細砂質シルト、

10. 灰貨褐色細砂質ンルト、 lI. 淡灰褐色細砂、 12. 明黄尚色細砂質シルト、 13

別賞褐色細砂質シルト、14. 褐色シルト質細砂、 IS. I阿武住j色細砂

第26図狭間7号墓第 l主体部平面 ・断面図

（上段 ：木棺掘形検出状況、 下段 ：完掘状況）
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京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

いる。土層断面の木棺痕跡から、木棺幅の内法は0.62mであったと考えられる。木棺掘形および

土層断面の状況から木棺の形式は組合式箱形木棺であると考えられる。副葬品はない。墓墳上や

や西寄りに人頭大の角礁を検出した。石材はチャートで、標石であると考えられる。

⑧狭間8号墓

8号墓は 7号墓と 9号墓の溝の聞に残された空閑地を墳丘として利用したものであり、墳正

しかし、墓墳はこの空閑地の中心を占めるように位置していることから空閑地盛土を持たない。

を墓域として意識していることは間違いない。墓域の南北の長さは8.5mである。墳丘の中央に

は主軸を東西にとる主体部が3基切り合っており、南側から第 l～ 3主体部と呼ぶ。切り合いも、
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第27図狭間7号墓第2主体部平面 ・断面図

（上段：木棺掘形検出状況、下段 ：完掘状況）
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京都府遺跡調査概報第97冊

第1・2・3主体部の順に新しい。第3主体部からは土器片が底面から出土した。また、墳丘の

東側を大きく里道が占めているため、主体部の東半分は調査できなかった。

主体部 第 l主体部は長軸2.lm以上・短軸1.67m・深さ70cmを測る隅丸長方形の墓墳に長軸

1. 9m以上・短軸0.46mを測る木棺を直葬している。木棺掘形および土層断面の状況から木棺の

形式は組合式箱形木棺であると考えられる。墓墳の断面形態は 1段墓墳である。副葬品はない。

第2主体部は長軸1.57m以上・短軸1.07m・深さ40cmを測る長方形を呈する墓墳に、長軸1.26 

m以上・短軸0.40mを測る木棺を直葬している。木棺掘形および土層断面の状況から木棺の形式

は組合式箱形木棺であると考えられる。墓墳の断面形態、は一段墓墳である。副葬品はないが、墓

墳上面から査の口縁部片（第39図34）が出土した。 （福島孝行）
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第28図狭間 8号墓平面・断面図
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京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

第3主体部は墳頂部北側に位置し、長軸は現存する部分で、57cm、短軸は48cmを測る。木棺痕跡

は認められなかった。人骨・副葬品 ・着装品の類は検出されなかった。墓壊配置から主体部と考

えられる。墓墳底から壷の肩部片が出土した。被葬者の遺体を一部覆うためか、もしくは墓境内

破砕土器供献に用いられた可能性があるが、他に破砕土器供件事例が無いことから、前者の蓋然

性が高い。 （三好玄）

⑨狭間9号墓

墳E 墳丘の東側の大半が調査対象地外へ伸び、西側の1/3が調査できたに過ぎない。 墳丘は

復原的に計測すると、長軸15mほどを測る隅丸長方形となり、墳高は1.6mを測る。これは狭間

墳墓群中では最大規模となり、文化財保護課が立会調査を行うこととなった。周溝は北西側にの

I~へH
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1 黒灰色細砂、 2 灰黄褐色シルト、
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第29図狭間8号墓主体部平面・断面図
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京都府遺跡調査概報第97冊

み見ら れ、南半分

は削り出しに より

墳丘下半を整形す

る。墳丘上部は盛

土を行う 。墳頂平

坦面はわずかしか

調査できず、主体

部の検出には至ら

なかった。溝内か

ら弥生土器片が少

数出土した。

⑩狭間10号墓

墳丘 10号墓は

現代の墓地である

瓜生野墓地の改葬

のため、調査対象

地外となった。 し

たカfって、ここで

は現況から観察さ

れる状況について

触れる 。墳Eは一

辺lOm前後と推定

され、現状での墳

高は70cm程度であ

る。この墳丘上に

は近世墓の陥没に

よると見られる凹

地が多数見られ、

舟形板碑が 1点立
158αm 

っていた。
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墳正 1 1号墓は

南北辺が10m、東

西辺が 9mを測る

長方形の墳丘で、



京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

墳高約 lmを測る。墳正上は中世の査棺墓と近世の土墳墓でかなり激しい削平を受けている。ま

た、墳丘の南側には近世墓のマウンドが取り付く 。墳丘の下半を削り出しによ って整形している

が、上半は以下のような工程で構築されている。

1.削り出しにより墳丘下半を台状に整形し、上部平坦面の縁に沿って盛土で堤を形成する。

〈ヨム十ー 。

L 
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第31図狭間11号墓平面・断面図

（アミ は土器出土位置、左がl群、右が2群）
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京都府遺跡調査概報第97冊
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第32図狭間11号墓断面図第33図狭間11号墓主体部断

面図

山
山
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白。c

2.次に堤の内側に墳Eの中心に向

かつて傾斜する斜面を形成するように

盛土を行う 。

3.斜面が完成した段階で墳丘の中

心部をわずかに掘りくぼめ、木棺を安

置する。

4.木棺の上面まで盛土を行う 。

5.木棺に蓋をした後、完全に埋め

戻し、供献土器を置く。

こうした工程の復原から、 11号墓は

構築墓壌の一種であると判断される。

また削り出しにより墳Eの南側は溝

状に掘削されているが、墳丘南辺の中央

部分に浅く掘り残されている部分があ

り、陸橋を意識していると考えられる。

主体部 主体部は上述したように構

築墓墳の一種であり、主軸を南北にと

る。近世墓に よる削平のため、木棺部

分はほとんど残っていなかったが、部

分的に残る土層断面から箱形木棺を直

葬したものであると考えられる。規模

は南北の長軸が2.2m以上、短軸が7.2

mを測る 。副葬品は出土しなかった。

供献土器は木棺北辺の上部に当たる墓

墳上と墳E上平坦面南東隅の墓墳上か

ら近江の影響を強く受けた輩、在地の

査が出土した。

⑫狭間12号墓（旧称瓜生野23号墳）

墳丘 12号墓は南北の一辺が 9m、

東西の一辺が8.5mを測る方形の墳丘で、墳高は80cmを測る。墳丘はほとんどを削り出しによっ

て築かれ、一部盛土も見られる。また、墳E南側および西側裾部は溝状に掘られている。12号墓

の墳丘は、後世に西側を主体部の西端が失われるほど大きく削平されている。また墳E上および

墳丘周辺部に近世の土壌墓が数多く掘り込まれ、墳丘の残存状態は非常に悪い。墳丘の削平に伴

って流出したと見られる弥生土器片が北側・西側斜面を中心に出土した。

主体部 主体部は東西方向に主軸をとる 2基を検出した。 北側のものを第 l主体部、南側のも

のを第2主体部と呼ぶこととする。

28-



京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

第 1主体部は長軸3.3m以上・短軸1.2m ・深さ55cmを測る隅丸長方形の 2段墓壌で長軸2.2

m・ 短軸0.45mを測る木棺を直葬する。木棺掘形および土層断面の状況から木棺の形式は組合式

箱形木棺であると考えられる。墓墳上面から弥生土器の査の体部片（第39図38）が出土した。この

土器は部分的に赤色顔料が残っており、供献土器であることが推定される。棺底東寄りにまとま

ってガラス小玉340点以上が出土した。当初から玉の緒を切っていたらしく、連をなしている部

分はない。

第2主体部は長軸 3m以上・短軸0.98m・深さ43cmを測る長方形を呈する墓壌に、長軸2.15m

以上・短軸0.50mを測る木棺を直葬している。木棺掘形および土層断面の状況から木棺の形式は

組合式箱形木棺であると考えられる。墓墳の断面形態は l段墓墳である。副葬品はないが、墓壊

上面から土器の細片が出土した。

⑬狭間13号墓

墳丘 13号墓は南北辺が12.5m・東西辺が8.0mを測る長方形の墳正で、墳高は60cmを測る。

墳Eは削り出しによって整形されている。13号墓の墳丘は、南側が失われるほど大きく削平され

ている。特に墳頂部には水輪などを埋めたマウンドを持つ近世墓が構築されていたため激しい破

壊を受けている。また墳正そのものも盛土のほとんどすべてが削平され、主体部は残存していな

い。墳墓であることを疑問視する意見もあるが、墳正の東側および西側の北半分の裾部と、北辺

で削出による地山の整形が見られることと、墳丘に貼り付くように弥生土器片が出土しているこ

とから、台状墓であると判断した。

B. 出土遺物

①土器

lはl号墓墳頂北東出土土器である。器台の口縁部と思われる。口縁部内面に渦文のスタンプ

文を施す。胎土は0.1～l.5mm大の黒色砂粒をわずかに含む。色調は桂褐色、焼成はやや軟である。

2は2号墓第 3主体部の棺として用いられた査である。全体に土圧で潰された状況で細片化した

部分が多く、体部片の接合には至らなかった。穿孔の有無なども確認できない。短く直に立ち上

がる口頚部をもち、口縁端部は丸くおさめる。口径11.4cmを測る。体部の器壁は薄く仕上げられ、

磨滅が著しいが、内外面ともにハケをとどめる。胎士は1.0～2.0mm大の白色砂粒・黒色砂粒を少

し含む。色調は淡赤褐色、焼成はやや軟である。内面に器壁の荒れが確認できる。頚部内径は

9.6cmを測る。3・4は2・4号墓問（ 3号墓）から出土した底部である。3の胎土はo.1～0.5醐

大の白色砂粒・褐色砂粒を含む。色調は淡黄褐色、焼成はやや硬である。4は上げ底である。胎

土はl.0～2.0阻大の灰色砂粒を含み、色調は赤褐色、焼成はやや硬である。後述する 4号墓出土

土器6～12とよく似た胎土・色調を呈することから 4号墓に伴う土器と考えられる。5は4号墓

第 1主体部墓境内に供献されていた蓋である。タタキによって体部を成形した後に、外面はタテ

ハケを施す。体部上半はナデによるが、一部にタタキ目が残る。内面はケズリ上げ、比較的薄い

器壁に仕上げる。胎土は1.0～2.0凹大の赤褐色砂粒、青灰色砂粒をやや多く含む。色調は淡黄褐

色、焼成はやや硬である。6. 7・9・12～17は4号墓第2主体部から出土した。8. 10・11・

18は4号墓北側周溝から出土した。6～11・18は査である。口縁を垂下させ、端部に擬凹線を施

-29-
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した後に竹管文のある円形浮文を貼り付ける。頚胴部界には突帯を貼付し、下半に刻み目の痕跡

8の

／ 《＼

＼り／

が残る。肩部に上から櫛描直線文、櫛原体による列点文、直糠文、列点文の順に施文する。
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文様の上には円形浮文の剥離痕が認められる。9にも同様の加飾があった可能性がある。体部外

面は縦方向のハケ後ミガキ、内面はハケを施す。文様の部分に下のハケが比較的多く残っている

ことから、文様のある部分にミガキが及んでいないか、文様を施してからミガキが行われている

可能性がある。18は底径4.lcmを測る。以上7点、外面の色調はそれぞれよく似た赤褐色、 0.1～
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0.3凹大の白色砂粒をわずかに含む。いずれも焼成はやや硬である。 10・11は内面の色調や胎土

から、同一個体と思われる。8・10・11は周溝から出土しているが、第 2主体部からこの特徴的

な色調をもつものが出土していること、他の主体部からはこの色調の土器は出土しないことから、
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I 灰黄色シルト、 2 暗褐色シルト、 3 H音灰尚色シルト、 4 日庁黄尚色シル

ト、 5 H音褐色シルト、 6 H音灰黄色シルト、 7 にぷし、黄褐色ンルト、 8. にぷ

い賞褐色ンルト、 9 H音］黄褐色ンルト、 JO. 褐色シルト、 II. H音灰民色シルト、 l

2. H音黄縄色シルト、 13. Bil'黄尚色粘土、 14. 尚色砂混じりンルト、 15. 褐色砂出じ

りシルト、 16. 綬褐色ンルト、！？ にぷい貨補色シルト、 18. にぷい貨褐色ンル

ト、 19. にぷい黄褐色シルト、 20.にぷい貨褐色砂混じりシル卜、 21. にぷい煎褐

色シルト、 22. 暗貰（褐色シルト、 23.暗黄禍色砂質ンルト、 24. B音！五黄色砂混じり

ンJレト、 25. にぷい賞褐色シルト、暗灰黄褐色シルト

第36図 狭間12号墓主体部平面 ・断面図
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8 . 10・11も第2主体部に伴う可能性が高い。 13は査の口縁部である。口径12.6cmを測る。上方

に拡張されたと思われる部分は接合した面から剥離している。端部に竹管文を施す。0.5～l.5凹

大の褐色砂粒・灰色砂粒をわずかに含む。色調は樟褐色、焼成はやや硬である。14は把手である。

どの土器に伴うものかは不明で、ある。胎土 ・色調 ・焼成は6～11と同様である。15・16は高杯で

ある。脚裾部径15.6cmを測る。挿入付加法によって杯部と脚部の接合を行う 。接合部から直接

。

面多~ーー一－
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第37図狭間13号墓平面・断面図
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京都府遺跡調査概報 第97冊

「ハ」の字状に開 く脚部をもつ。全体に器壁の磨滅が著 しいが、外面の一部にミガキを確認する

ことができる。内面は横方向のハケを施す。前述 した壺 6～ 12と 相似 した胎土・色調・焼成の具

合をもつ。17は器台の口縁部 と思われる。面をもたせた口縁端部に櫛状工具による列点を施す。
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第38図 狭間墳墓群出土土器実測図(1)
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京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

内面の口縁部近くにスタンプ文を施文する。胎土は0.1～1. 5阻大の黒色砂粒をわずかに含む。色

調は桂褐色、焼成はやや軟である。12は査の底部である。底径5.6cmを測る。成形は底部輪台技

法によると思われる。内外面とも粗いハケを施した後、ナデによって器壁を整える。胎土は0.5

～l.Omm大の白色砂粒・黒色砂粒を少し含む。色調は黄褐色、焼成はやや硬である。19は4号墓

第3主体部の棺として用いられた歪である。口径15.8cm・底径4.lcm・器高27.4cmを測る。口縁

部は短く 立ち上がる複合口縁状を呈し、側面に 2条の擬回線を施す。体部最大径は上半にあり、

よく張った肩部から小さな平底へと直線的に移行する。輪台技法による底部からタタキを用いて

成形する。外面はタタキ目の一部をハケによって消し、粗いミガキも確認できる。内面はハケを

施す。胎土は1.0～2.0mm大の白色砂粒・灰色砂粒をわずかに含む。色調は黄褐色、焼成はやや硬

である。煤の付着や器壁の赤変は確認できない。2号墓第3主体部から出土した土器と同様に内

面には土器棺に使用された土器特有の器壁の荒れが認められる。遺存する部分には意図的な穿孔、

口縁部打ち欠きは認められない。頚部内径は12.6cmで、ある。20～23は5号墓第 l主体部出土土器

である。20は高杯である。口径30.9cm、脚裾部径20.8 cmを測る。水平に開く杯部からやや外反

する口縁部がのびる。口縁部側面上半に 3条の擬凹線を施す。柱状の脚部との接合は円盤充填法

による。外面調整・杯部内面調整はミガキが認められる。脚柱部内面調整は横方向のケズリが認

められ、接合部付近には縦ミガキ様の工具痕が残る。21は器台の口縁部である。口径20.8 cmを

測る。内面にミガキが確認できる。20と21の胎土は0.5～2.0mm大の黒色砂粒・白色砂粒をわずか

に含む。色調は淡黄褐色、焼成はやや硬である。22は底部である。O.lmm大の黒色砂粒をごくわ

ずかに含む。色調は淡黄褐色、焼成はやや硬である。23は玉形土製品である。24～29は5号墓第

2主体部から出土した。24は査の口縁部である。竹管文を施した円形浮文を貼り付ける。25は査

肩部である。櫛描直線文の下に櫛描波状文を施す。ミガキとの前後関係は不明である。26は底径

6.0cmを測る。24～26は、それぞれ0.2～1.0凹大の白色砂粒、黒色砂粒をごくわずかに含む。色

調は黄褐色、焼成はやや軟であり、同一個体の可能性もある。27は高杯杯部である。内面にミガ

キをとどめる。内外面ともに赤色顔料が塗布される。0.1～0.2mm大の白色砂粒・褐色砂粒をわず

かに含む。色調は淡黄褐色、焼成はやや硬である。28は器台である。口径24.4cmを測る。内外面

にミガキが認められる。面をもたせた端部が接合痕の部分から剥離し、粘土を貼り付ける前に粗

い横ハケで器壁を整えている。29は底部である。底径2.8cmを測る。0.5～2.0阻大の白色砂粒・

褐色砂粒を少し含む。色調は淡黄褐色、 ；焼成はやや硬で、ある。30は5号墓西裾に埋設された査で

ある。強く張った胴部に小さな平底が特徴的である。底径5.7cmを測る。外面調整はハケ、内面

はハケ後ナデが主体である。0.5～1.5凹大の白色砂粒、黒色砂粒を少し含む。淡樟～黄褐色、焼

成はやや硬である。31・32は7号墓西側裾から出土した底部である。胎土は1.0～2.0mm大の白色

砂粒を少し含む。色調は黄褐色、焼成はやや硬である。31は底径4.lcm、32は底径5.2cmを測る。

33は8号墓第3主体部から出土した査である。34は8号墓第2主体部出土の査である。直行する

口頚部にしっかりした平底をもっ。口径10.4cm・底径6.0cmを測る。胴部外面はタタキ後ナデ、

口径部内外面はハケを施す。33・34は0.5～1.5凹大の白色砂粒・褐色砂粒を含む。色調は淡黄褐

色、焼成はやや硬である。35～37は11号墓主体部から出土した。35は体部最大径を胴部中位より
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ゆるく屈曲しわずかに外反する口頚部へとつながる査である。口径やや下がった場所にもち、

8.4cm・底径3.5cmを測る。頚部にハケ原体による列点を施す。内外面ともハケが認められる。

1. 0～3.0mm大の白色砂粒・黒色砂粒を含む。色調は淡黄褐色、焼成はやや硬である。36は受口状

口縁をもっ聾である。口径10.6cm ・底径3.9cm ・器高15.0cmを測る。内外面ともハケを残す。体

部から口縁部にかけて煤の付着がみられ、底部付近には、赤変が確認できる。37は鉢である。短

口径13.6cm・底径

3.9cm・器高12.0cmを測る。口縁部側面に刻み目、肩部に櫛描直線文、胴部最大径付近に櫛描波

く立ち上がる受け口状口縁に球形の体部、上げ底の底部が特徴的である。

状文を施す。調整は内外面ハケ後ナデである。36・37とも0.2～0.5mm大の白色砂粒を含み、表面

の色調は淡黄～淡灰褐色、断面は黒色を呈す。焼成はやや硬である。器形・胎土から、双方とも

近江か山城からの搬入品と考えられる。38は12号墓第 l主体部出土の査である。体部は最大径

13.0cmを測 り、受け口状口縁をもっ。タタキで成形し、内外面ともハケを施し、外面の一部には

ミガキも認められる。肩部に櫛原体による列点をもっ。外面には赤色顔料が塗布される。1.0～ 

2.0mm大の白色砂粒、黒色砂粒をわずかに含む。色調は黄褐色、焼成はやや硬である。39は12号

墓西斜面出土の底部である。底径4.2cmである。0.3～0.5mm大の白色砂粒をわずかに含む。淡黄

玄）（三好褐色を呈し、焼成はやや硬である。

②鉄器（第7図）

a.鉄錨 lは狭間 2号墓第 l主体部から鉄錐が出土した。全長11.8cm・刃部最大幅1.lcm ・ 

軸部最大幅0.9cm ・最大厚0.5cmを測る。刃部は裏すきを作り、断面形態は弧状を呈する。軸部の
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第42図狭間墳墓群出土ガラス小玉実測図（2)

（数字は取り上げ番号、番号無しは検出時の遊離遺物）
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(2）狭間中・近世墓群

A.検出遺構（第43・44図）

弥生墳墓を削平する形で、中世墓および近世墓を検出した。なお遺構は弥生墳墓第11～13号墓

の調査区において検出した。遺構は、調査区の広範囲に分布が認められ、計140基以上にのぼる。

第43図狭間中 ・近世墓群配置図

-40-

なお限られた調査期間等

の関係上、全ての遺構の

調査を行うことは不可能

と判断し、うち30基を完

掘し、 17基についてのみ

略測を行った。

遺構は、掘形の平面形

が円形と方形（方形に近

い楕円状を呈するもの）

とに大きく 2形態の土墳

に分類できる。円形のも

のは掘り下げが比較的浅

く、土壌墓と推測される。

方形の大型のものは調査

区北西部で多く切り合い

をもって分布し、比較的

深く垂直に掘り下げられ

ており、掘形からみて桶

等を用いた近世の座棺墓

であると推測される。方

形で小型のものは、堀り

下げが比較的浅いものが

多い。

第11号墓頂部付近で蓋

棺墓 SX85を検出した。

構造は円形の堀形内に中

世の丹波焼の聾を横位置

に埋めたもので、聾内よ

り少量の骨片を検出し

た。また第13号墓墳正頂

部・第 12号墓北西墳丘

裾・第11号墓南墳正裾付
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近・第11号墓南墳丘斜面でそれぞれ盛土を伴った土墳SX25・41・55・59の4基を検出し、うち

S X41は火葬集骨墓であり、 SX55では盛土上から土師皿4点が出土し、またSX25では土墳脇

の地山面で五輪塔の水輪・自然喋数個を埋めた状態で検出した。他に調査区南・東部で焼成のみ

られる土壌SX02・03・18を、また調査区西部で集石を伴う遺構SX30・31・98・103を検出し

た。さらに、第11号墓北西部で地輪・関東碗を検出し、加えて調査区外ではあるが、第10号墓頂

部付近で「南無阿弥陀悌口宗定禅定門」の銘のある舟形板碑を認めた。以上のうち実測を行った

遺構についてのみ以下に記す（第44図）。

S X04 調査地区最南端部に位置している。方形の平面形態を持つ土墳であり、深さ50cm。最

上層より土師皿がl点出土している。

S X05 調査区最南端に位置している。円形の平面形態を持つ土壌であり、深さ20cmと浅い。

出土遺物は無い。なお以上2基の遺構に伴うものとして、標石と推測される石を 3個検出した。

S X06 調査区の南西隅に位置している。方形の平面形態を持つ土墳であり、最深部でlOcm弱

と非常に浅い。また土境内に石が落ち込んで、いる。供伴遺物として土師皿が l点出土している。

s x 10 調査区南部に位置している。円形の平面形態を持つ土壌であり、深さは30cm。供伴遺

物として少量の骨片が出土している。

s x 19 第12号墓南東裾付近に位置している。方形に近い楕円状の平面形態を持つ士墳であり、

深さl.5m弱で、ほぼ垂直に掘り下げられている。また土境内に石が落ち込んで、いる。

S X27 第13号墓北東墳丘裾に位置している。方形の平面形態を持つ士墳であり、深さ60cmで、

掘形はレンズ状を呈する。出土遺物は最上層より土師皿がl点出土している。

S X 79 S X06と同じく調査区南西隅に位置し、方形の平面形態で、最深部で 5cm弱と非常に

浅い。出土遺物は無い。

B. 出土遺物（第45図）

土師皿（第45図l～29) 口径が8.5cm以下、 9～llcm、12cm以上のものに分類できるが、それぞ

れの器高は一定しない。調整は内面底部に一方向ナデ、内面体部から口縁端部にかけて横ナデ、

外面体部に指頭圧痕がみられるものが多く、また内面の立ち上がり部分の回線状圏線が明瞭なも

のが多い。

聾（第45図33) S X85より出土。中世の丹波焼の輩。口径27.0cm・器高30.5cm、胎土は密で、

内面は褐色、外面は赤褐色で自然柚がみられる。内面接合部分に指頭圧痕と削りが認められる。

また肩部にヘラ描きで線刻されている。

徳利（第45図32) s x 136より出土。近世の丹波焼の徳利。口径2.5cm、胎土は密で、内面は暗

灰色、外面全体に褐色の施軸と口縁部に自然柚がみられる。ロクロ成形である。張付け文字がみ

られるが判読できない。

銅銭（第45図30・31) s x 10・28・46・91より出土。いずれも「寛永通賓jであり、なおSx 

91では 6点重なって出土している。

釘 S X86～88より出土。座棺の桶に用いられたものと推測される。

骨片 S XlO・41・64・85・141より出土。SX41のものは焼成をうけており、 SX64では頭
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SX04 

l黄禍色中粒砂 （しまりが悪〈、 3cm程度の様を吉む）
2灰褐色細砂
3賀補色細砂 （しまりが悪い）
4暗黄禍色ンルト賀細砂
5暗褐色シルト
6黄灰尚色ンルト
7黄渇色中粒砂 （しまりが悪く• ),m程度の礁を吉む）
8貰赤褐色細砂 （しまりがよい）

II、句会場~2

SXIO 

1黄褐色中粒砂 （しまりが悪い）
2暗貰褐色ンルト賀細砂
3暗貰褐色細砂
4黒憾色細砂（しまりが悪い｝
5暗黄褐色ンルト賀細砂 （しまりが悪い）
6黄灰褐色細砂
7黒褐色細砂
8暗褐色シルト質細砂
9暗褐色シルト
10.貰褐色ンルト
I l貰褐色中粒砂 （しまりが悪い｝
12.時黄禍色ンルト賀細砂
13.暗貰褐色ンルト
14.暗黄禍色ンルト混じり細砂

。
でミブ

SX05 

1出褐色腐植土
2灰褐色細砂 （3cm以下の楳を吉む）
3灰尚色細砂
4灰褐色シルト賀細砂

GL 1 

てプ
SX27 

Li~貰褐色細砂（土師皿出土）
2黒褐色紙砂（しまりが悪い）
3黄褐色細砂
4黄褐色細砂
5暗黄褐色ンルト

: --rマτ：
G L I 2 

『ミミニ＝ー一
SX79 

1やや暗褐色シルト賀細砂
2.8圧倒色ンルト賀細砂

七弓三子手？「

sx師

iやや暗褐色ンルト賀細砂
2暗褐色ンルト賀細砂
3暗褐色シルト賀細砂
4組褐色シル ト混じり細砂
5串尚色腐植土

GL 

SXl9 

l暗褐色ンルト混じり細砂

2褐色緬砂
3黄褐色シルト
4虚褐色細砂 （赤褐色の粘土駐を時に吉む）
5時極褐色細砂 （xm以下の礁をタ量吉む）
6赤褐色シルト混じり細砂 （しまりが悪〈、
2,m未満の礁を吉む）

7暗賀補色中粧砂 ｛赤褐色の粘土塊を含む）

8暗黄褐色ンル ト
9貰赤褐色シルト（しまりがやや悪〈、

5,m未満の標 赤褐色の粘土粒を吉む）
10.赤褐色細砂 （km以下町喋を少量古む）
II.暗黄褐色ンルト賀細砂 （しまりがやや悪い）
12.赤褐色中枝砂 （5,m未満の喋を少量吉む）
13.赤褐色シルト混じり細砂中粒砂（しまりが悪い）
14.明赤褐色中粒砂 （赤褐色の粘土掩を比較的多〈吉む）

。 2m 

第44図 狭間中 ・近世墓群平面・断面略図
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す：

第45図狭間中・近世墓群出土遺物実測図

1～29土師器皿 1. SX57 2. SX41 3. SX41 4. 13号墓北東部 5. 12号墓北斜面 6.SX06 

7.11号墓西裾 8.SX32 9. SX26 10. SX32上面 11. SX22 

14. 13号墓北東部 15.SX63 16.SX55下部 17.SX41 18.SX66北

21. 11号墓北東部 22.SX84 23.SX55上部 24.SX66南 25.SX27最上部

27.12号墓北東部掘削中 28.11号墓西裾 29.SX32 30・31.銭 SXlO 

33.護 SX85

12.SX55中部

19.SX04上面

26.SX63 

32.1i壱幸1J SX136 

13.SX28 

20.SX22 

蓋骨の一部とみられる骨片が出土している。いずれも少量であり、図化不可能であると判断した。

この他に SXl8から磁器の杯3点と楕円環状の鉄製品 l点、 SX83から陶器の筒形杯l点、 Sx 
90から磁器の碗 l点と銅製キセル l点などが出土している。 （山口裕一）

(3）平山古墳

A.検出遺構

平山古墳は試掘調査によって検出された新規の遺跡である。周知の遺跡である平山古墳は、調

査の結果自然地形であったため、平山古墳状隆起と改称した。

墳正 平山古墳は平山古墳状隆起から北東に伸びる尾根上に位置し、カチ山北古墳群が位置す

る尾根と、今林古墳群が位置する尾根とに挟まれた位置にある。平山古墳は尾根のやや高まった

部分を利用し、削り出しによって墳丘を成形しており、尾根上の自然地形になるくぼみには盛土

-43 
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を行って整形している。平面形態は北東一南西に主軸を持つ楕円形であり、規模は主軸方向で17

m、短軸方向で、14mを測る。墳高は1.Omを測る。段築は認められず、墳丘の東側に 2～ 3重の

浅い溝が等高線に沿う形で半円形状にめぐっている。この溝は西側には続かない。墳丘北東側は

尾根に続く部分となり、溝によって切り離しているが、一部で陸橋状に削り残されている部分が

ある。北東側墳正裾の溝内からは墳頂に供献されていたと思われる土器の胴部片が3点出土した。

墳頂部では東西方向に主軸を持つ主体部を検出した。

主体部 墳頂部で検出した主体部は東西 7m・ 南北2.5mを測る平面形が隅丸長方形の墓墳で、

断面形が2段になる 2段墓壌である。2段目の規模は南北0.80m・東西5.65mを測り、断面形態

はやや角張った半円形を呈する。木棺形式は木棺痕跡が断面半円形であることと墓墳の断面形態

から割竹形木棺であると考えられる。ただし墓墳西端に小口溝があり、土層の観察からここに小

口板が立っと考えられる。東側にも黄褐色シルトの立ち上がりが見られることから、東側にも小

口板が立っていた可能性が高い。そうだとすれば、棺身は横断面半円形の木樋のような形態をし
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ていたと考え られる。検出面から墓墳底までの深さは58cmを測る。棺底面では東側を中心に赤色

顔料がわずかに認められた。また、小口溝底にも棺底面で最も赤色顔料が認められた東側に匹敵

する密度で赤色顔料が認められた。まかれていた顔料の科学分析は行っていないが、色調が不鮮

明であるため、ベンガラであることが推定される。頭位については鏡や玉が比較的西寄りにある

ことを考えると西頭位であろうと思われる。

遺物出土状況 墓墳埋土上層から二重口縁査の口縁部（第51図6）が出土した。出土位置は墓壌

中央部東寄りで、木棺の上部に当たる。副葬品は北群と南群とに分かれて出土した。北群は墓墳

l段目の底面西寄りから木棺の裏込め土上にかけて、鳥頭四獣鏡・勾玉・小型の錨 1・万子形鉄

製品・針が出土した。勾玉が最も東寄りで、続いて錨（第51図5）・万子形鉄製品が西側に置かれ

ており、鏡が鉄製品の西端に重ねられていた。南群は北群より中央寄りの墓墳 l段目の底面から

木棺の裏込め土上にかけて大型の錨（第51図4）と袋状鉄斧が出土した。この錨は鋒を東に向けて

置かれ、鉄斧はその西端に重ねて刃部を東に向けて置かれていた。棺内出土遺物はない。

B. 出土遺物

①土器 第51図6は木棺腐朽に伴う落ち込みから出土した査口縁部である。口径18.Zcmを測る。

直立気味に立ち上がる頚部から、やや斜め上方にのびる l次口縁を経て、ゆるやかに外反する 2

次口縁にいたる。 l次口縁と 2次口縁の接合部は、わずかに下方に垂下する。胎土は0.5mm大の

白色砂粒、 1.0～2.0mm大の灰色砂粒をわずかに含む。色調は短黄褐色、焼成はやや硬質である。

②鏡小型の仇製鏡である。

北群の副葬品に含まれる。面

径8.8cmを測り、縁は平縁で、

鉦は半球形、鉦孔は長方形で、

内区面よりわずかに高い位置

に穿孔している。外区はやや

幅の広い鋸歯文の内側に l段

下がって櫛歯文という構成で

ある。内区は 4個の半球形の

乳に区切られた空間に鳥頭の

獣文を 4頭配している。獣文

は半肉彫りで、体毛の表現は

あるものの明確な後脚の表現

は見られず、森下章司氏の型

式分類によると鳥頭四獣鏡系
（注20)

2式に当たると考えられる。

なお、内区面の地の文様は同

心円状にめぐる細線がある。

色調はやや緑がかった黒色で、

Cご一~一一戸ごっ
。 5αn 

第47図平山古墳出土鳥頭四獣鏡実測図
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第50図右

60. 淡褐色砂混じり掴砂、 61

決灰褐色砂混じり細砂、 62.淡灰黄尚色砂混じり

細砂、 63.淡位黄色細砂、制決灰黄備色Jルト

質制砂、日岩盤、耐明位灰色細砂、 67. 褐灰

色細砂 68. 晴褐灰色細砂、 69.黄禍匝色ンル

卜、 70. 暗灰尚色ンル卜質細砂、 71. 時前灰褐色

ンルト質細砂、 72. 暗灰褐色相砂質ンルト、 7J

明褐色細砂、 74. 淡褐色細砂質ンルト、＂・明尚

位色ンルト質細砂.76. 決掲指色ンルト賀細砂、

77. 褐燈色細砂質ンルト、 78. 黄尚信色ンルト、

79. 褐色細砂、 80. jji褐桓色細砂質ンルト、 81

決黄悔灰色ンルト、 82.暗灰褐色細砂別明褐

黄色ンルト、 84. 明坊尚色ンル卜質細砂、位同色

ンルト

。

第48図 平山古墳主体部平面・断面図
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（福島孝行）周縁を中心にブロンズ病が認められる。

③鉄器

第51図4は基部を欠損する。残存長15.5cm ・刃部最大幅l.lcm ・軸部最大幅0.9cm ・最大厚錨

5は全長11. lcm ・刃部最大幅0.4cmを測る。刃部は裏すきを作り、断面形態は弧状を呈する。

l. Ocm ・軸部最大幅0.8cm ・最大厚0.4cmを測る。刃部は裏すき

を作り、断面形態は弧状を呈する。基部は台形を呈する。

1は一部を欠損しておりその全体像は不明で万子状鉄製品

あるが、断面形態を観察した際に片側に刃部を、その反対側に

背を作り出していると認識されることと、平面形態に関状を呈

する部分が存在すること、その反対側において幅が切先状に狭

くなることから、万子の可能性が高いと考えられる。ただし、

刃部は非常に薄く、実用に耐えるものではない。残存長7.4cm・ 

最大幅2.0cm・最大厚0.3cmを測る。

2は全長2.9cm ・最大幅0.3cm ・最大厚0.lcmを測る。量生針

全体を包むように木質が付着しており 、木製の容器に収められ

て副葬されたものと考えられる。

3は全長14.Ocm ・刃幅4.3cm ・最大厚l.3cm ・袋部無肩鉄斧

長径4.lcm ・袋部短径2.8cmを測る。綴じ合わせは、刃部側でや

（壱岐一哉）や開く 。刃部はゆるやかな弧状を呈する。

第51図7はやや白色を呈す、半透明の璃瑠製と思わ④玉類
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れる勾玉である。全長4.lcm・直径1.25cmを測る。全体の形状

（福島孝行）は「C」字形を呈し、穿孔は片面穿孔である。

チ山北古墳群(4）カ

A.検出遺構

カチ山北古墳群は、試掘調査によって確認した古墳群である。

2基の古墳が南北に並列して築かれており、この古墳群では、

南側の高所に位置するのがl号墳、その北側が2号墳である。

①カチ山北 1号墳

南北11. 4m ・東西9.1 mの方墳である。南北両端は、墳丘

地山の岩盤を掘り込んで尾根線に直交する直線的な溝を設け、

墳Eを区画する。東西側面は、 地山を直線的に削り出して若干

の整形をする。盛土は、墳丘南半部にはほとんど残存していな

い。北半部には地山の軟質岩盤片を多く含む盛土が残存する。
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墳丘南裾部ほぼ中央から、供献土器とみられる土師器が出土し

た。椀形高杯2個体、大形高杯 ・杯 ・聾それぞれ l個体の 5個
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第51図 平山古墳出土鉄器・土器 ・玉類実測図

体から成る土器群である。高杯脚部は立った状態、であり、聾は地山をわずかに掘りくほめて据え

た状態である。供献時の位置を保っているものとみられる。

主体部 墳正南寄りに I基の主体部を設ける。主軸方向はN78。Eで、ほぼ東西方向である。

墓墳は南側を 2段、北側を l段に掘り込む。東西3.5m・南北l.lmを測る。棺は、墓墳底部の形

状から、箱形木棺とみられる。棺は、 2.9m×0.65mを測る。棺底西半部北寄りから鉄万 1振が

出土した。切っ先方向は西側であり、遺体の頭位は東側であったものと考えられる。

②カチ山北 2号墳

墳圧 南北8.6m・東西9mのほぼ正方形を呈する方墳である。墳正整形は、 l号墳とほぼ同様

であり、南側溝は l号墳と共有する。この古墳では、表土の腐植土直下で地山の岩盤を検出して

おり、盛土は残存していない。また、この古墳に伴うとみられる土器などは出土していない。

主体部 墳丘ほぽ中央に l基の主体部を設ける。主軸方向はN12。Wで、ほぼ南北方向である。

墓墳は 2段に掘り込んでおり、南北3.4m・東西1.2mを測る。棺は、墓墳底部の形状から、箱形

木棺とみられる。棺は2.8m×0.6mを測る。棺底西辺中央やや南寄りから鉄刀 l振、その北側

0.4mから袋状有肩鉄斧 1点が出土した。鉄万の切先方向は北側であり、遺体の頭位は南側であ

ったと考えられる。
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-49-

o 2cm 

一

砂

マ

A

J

'( 

（ヲ｜原茂治）



B. 出土遺物

①土器 l～ 5はカチ山北

1号墳南側区画溝出土土器で

ある。高杯は 1～ 3の3個体

である。大形で杯部と口縁部

の境に稜をもっ lと、やや小

さく椀形の杯部をもっ2・3

3吉町とがある 。 lは脚裾部径

14.4cmを測る。杯部と脚部の

接合は円盤充填法による。杯

部は内外面縦ハケ後ナデを施

し、脚部内面は横方向のケズ

リを用い、厚さを減じる。2

は口径14.7cm・ 脚裾部径

コミ？～ 9.2cm・器高10.Scmを測る。

3はそれぞれ14.2cm・ 9.5 

cm・ 10. Ocmを測る。磨滅が著

しいが、脚部内面に横方向の

ケズリが認められる。杯部と

脚部は別づくりによるものと

思われ、接合部分外面に接合

に伴うハケをとどめる。4は

州、棄で抗。咽3.8cm・ 体部

川＼ 最大径19.3cm ・器高20.lcmを

い 測るo 丸底球形の体部に聞き

の弱い口縁部をもっ。外面は

ハケを施す。内面上半は頚部

付近までケズリ上げ、その後

ハケを施す。下半はハケが密

でケズリは確認できない。ま

た上半には少ない指頭圧痕が

認められることから、下半は

ケズリを施していない可能性

がある。指頭圧痕は粘土帯接

合に伴うものがあるが、より

京都府遺跡調査概報第97冊
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第52図 カチ山北古墳群平面図

ハU
p
h
u
 

多くとどめるのは底部付近で



京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

~＝ 

43 
44 

《

V

’’令
ζ

a－
・
凋
守

aa守

ーー＝司、

斗~

L=l 67.Zm 
一一一一一一ー一－ 262517 2 ' 

27を窃~.1て三~ご二 3 －ー ~~ ~423 
ベパノ9む、＼ I H ＼、、 三＼、 、、－「 ~ ーτタ~一ーて－ 1 1 ¥rTT;弓'Jr7
~強 トヱ一一二＼と＼＼、 4 ,..,rQン／ 9 ＿......：＿＿：＿づV多少与24

28－今ブ：／＇，O.うよu－ー一一ーーミk ＼ ＼  ／ 虫／ 一一一ー，，，－, , .λ三てん

。 0
21 

2号墳

第53図 カチ山北古墳群主体部平面・断面図
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1暗茶褐色シルト Z黄茶色土 3某黄色土

4暗革黄色土 5被赤茶色土 6淡赤黄色土

7暗茶捧色土 8暗灰黄色土 9赤黄色シルト

10晴赤黄色土 11暗黄赤色土 12黄罪色土

13暗赤茶色シル卜 14赤茶色土

1 5明某赤色土 16暗黄灰色土

17演赤灰黄色土 18淡灰茶色シルト

19淡赤茶灰色シルト 20暗赤灰色土

21明赤黄色シルト 22明黄赤色シルト

23被黄赤色土 24明黄灰色シルト

25明黄茶色土 26話題償黄色土 27賞藁灰色土

28車灰禍色シルト 29被赤褐色土
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30黄灰禍色土 31演赤黄禍色土

3 2~員賞灰褐色土 33槙檀褐色シルト

34機茶褐色シルト 35暗黄灰褐色土

36灰黄褐色土 37暗某褐色土

38鼻茶褐色土 39藁灰褐色土 40茶褐色シルト

41明茶褐色シルト 42捧褐色シルト

43割高樟褐色シルト 44暗茶褐色土

45明赤褐色シルト 46淡黄褐色シルト

47黄革補色土 48暗赤褐色土

49~灰黄褐色シルト50撲藁灰褐色土

51担軽灰茶褐色土

1淡灰茶色シルト 2淡賞茶色土 3明賞茶色土

4灰茶色土 5暗黄茶色土 6晴氏茶色土

7明葺黄色土 8明灰茶色土 9署員茶色土

10明灰茶色シルト 11灰黄色シルト

12檀茶色土 13明茶色土 14葺黄色ンルト

1 5暗償茶色土 16暗茶灰色土 17黄革色土

18明黄茶色土 19演葺灰色土 20黄灰色土

21談茶褐色土 ZZ藁灰色土 23黄褐色シルト

24灰褐色砂質土 25藁灰禍色砂置土

26黄灰褐色土 27黄茶褐色土 28燈褐色シルト

29灰茶褐色土

~ ム」国で十日

府、

E ~－ 
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第54図 カチ山北l号墳南溝

供献土器出土状況図

ある。5は鉢である。口径13.lcm・器高5.0cmを測る。下

半は横ケズリによって薄く仕上げられる。1～ 5の胎土は

0.5～4.0mm大の白色砂粒を少し含む。色調は桂褐色、焼成

はやや軟である。以上の5点は亀岡市鹿谷遺跡における編

年 Ib～H a期に属するものと考えらh2£。 （三好玄）

②鉄器

カチ山北1号墳主体部からは鉄万と鉄錨とが出土、 2号

墳では鉄万と有肩鉄斧とが出土した。

鉄万 1は全長75.2cm ・身部長61.7cm ・茎部長13.5cm ・ 

身部最大幅2.9cm ・茎部最大幅1.9cm ・身部最大厚0.7cm ・ 

茎部最大厚0.5cmを測る。関部の形状は不明。茎尻は一文

字尻。茎部に目

釘穴が2孔確認

できる。木質が

残存しており、

鞘に収められて

副葬されたと考

えられる。

鉄錨 第56図

3～ 5は錨であ

る。断片化し、

正確な形状 ・法

10cm 量 －点数は不明

．、、

1定ゴ。
第55図カチ山北1号墳出土土器実測図 である。

鉄万 2は全長87.0cm・身部長70.9cm・茎部長16.lcm ・身部最大幅3.2cm・茎部最大幅2.4cm・ 

身部最大幅0.9cm・茎部最大厚0.6cmを測る。関部は斜関である。茎尻は隅切尻である。茎部に目

釘穴がl孔確認できる。木質が残存しており、鞘に収められて副葬されたものと考えられる。

有肩鉄斧 全長10.Ocm ・刃幅6.3cm ・最大厚l.3cm ・袋部長径3.9cm ・袋部短径2.9cmを測る。袋

部は隙間なく綴じ合わされる。 （壱岐一哉）

(5）今林古墳群

A.検出遺構

①今林6号墳

墳丘 6号墳は平面長方形の方墳であり、東西22m・南北15m、墳高l.2mを測る。墳丘は東

西に伸びる尾根に直行する 2本の溝と南北斜面の若干の削り出し、および盛土によって成形され

る。段築はない。墳頂部には東西l.5m ・南北l.Omの平坦面が存在し、平坦面の北辺に沿って埴

円
ノ
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第61図 今林6号墳主体部遺物出土状況図 （鏡・万剣類 1/8) 
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20cm 

輪列が残存してい

た。原位置をとど

めていたのは3個

体分の円筒埴輪の

みであり、それら

も、底部の 3cmほ

どカ古かろうじてF長

っていたに過ぎな

い。墳丘の各辺裾

部の流出土からは

まとま った量の埴

輪片が出土してお

り、埴輪列は墳正

上平坦面の縁辺部

を囲緯していた可

能性が高い。また

埴輪列の東、列の

延長上に朝顔形埴

輪の肩部を口縁部

を打ち割り、倒立

させて埋納した土

壌を検出した。主

体部は墳頂部平坦

面中央南寄りに東

西方向を主軸とし

て検出した。また

これと平行した不

明土坑を主体部の

北側で検出した。

土坑は浅く、いっ

たん掘削したもの

のすぐに埋め戻さ

れている。

主体部 墓墳は

平面隅丸長方形の

2段墓墳で、 1段



目の規模は長さ7.45m・ 

幅3.6m、検出面からの深

さ37cmを測る。 2段目は

北側に偏り、南側には広

いテラスが存在する。 2

段目の規模は長さ 6.07

m・ 幅1.30m ・深さ22cm

を測る。さらに木棺据え

付けのための浅い掘り込

みがある。規模は長さ5.7 

m・ 幅0.7m・深さlOcmを

測る。土層断面によると

2段目の壁に沿って黄褐

色のシルトが立ち上がっ

ており、その内側は上層

からの落ち込み土によっ

て充填されているが、そ

の外側は水平な堆積が見

られ、しかも黒色土と褐

色土の互層を成している。

したがって、この部分に

木質の囲いおよび蓋があ

ったことが推察される 。

3段目の墓壊底面には浅

い溝状の掘り込みがあり、

土層断面ではこの部分か

ら褐色シルトが立ち上が

る。 したがってこの部分

に箱形の木棺が推定され

る。墓墳底の掘り込みが

「HJ形であることから

「HJ形の木棺であると考

えられる。掘り込みの位

置から、木棺は 3段目の

東側に寄せて据えられて

いたと考えられる。

京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要
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第63図 今林6号墳主体部短甲出土状況図 (1/6)

遺物出土状況 墓墳3段目を掘り進める過程でやや西寄りの位置から短甲が出土した。短甲は

前胴を下に後胴を上にして出土した。後胴は上半と下半に分裂しており、前胴の上端と下端にそ

れぞれ折り重なっていた。前胴の上には緑色凝灰岩製の管玉 1点とガラス小玉3点が乗っていた。

棺底面の東端で鏡が出土した。鏡面を上にしており、鏡面には非常に細かい織りの布の痕跡が付

着していた。鏡を取り上げると棺材の木質が残存していた。鏡の北側で竪櫛を 2点検出した。鏡

の西、 3段目の北端で鉄剣 l振と大万 l振が出土した。鋒・切先とも西側を向いており、大刀の

刃は南を向いている。その向側、 3段目の南端で鉄剣 l振と大万 1振が出土した。鋒、切先とも

西側を向いており、太万の刃は南を向いている。万剣類の西側で農工具類が出土した。袋状鉄斧

2点が刃部を北へ向けており、この東側に錨l点と万子2点、鋸状鉄製品 l点が折り重なって置

かれていた。鉄斧の下に直刃鎌、その下に鉄錐が置かれていた。短甲と農工具類との聞の空間を

中心に玉類と竪櫛が出土したが、それらは棺底面から 3cm程浮いているものや、鉄器の上に乗っ

ているものもあり、当初棺蓋上に置かれていたものが木棺の腐朽に伴って転落したものと考えら

れる。短甲の西から鉄鉱が14本、鋒を西に向けて出土した。鉄鉱はまとまって出土しているため、

14本の矢を束ねて置いてあったと考えられる。木棺の北側裏込め土中で鉄矛が出土した。刃部を
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垂直に立て、鋒を東に向けて木棺と平行に置かれていた。矛の出土状態から裏込め土中の矛の出

土面において、何らかの行為が行われていたことを示している。 （福島孝行）

②今林7号墳

墳丘 7号墳は平面長方形を呈する方墳である。東西15m・南北12m・墳高1.2mを測る。旧

表土を含め、墳高の lm分を削り出し、その上に20cm分の盛土を行っている。墳丘の東側は 6号

墳と溝を共有し、西側は溝によって尾根と切り離している。主体部は墳頂部平坦面に l基、主軸

を南北にとって設けられているが、墳正および平坦面の中央部から西側へ大きくずれた位置に、

設けられている。結果的に墳頂平坦面の東側には広い空閑地が残されている。この部分にサブト

レンチを入れて主体部の有無を確認したが、盛土・旧表土・岩盤ともに乱れは見られず、主体部

?-1 

／ 
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ルト、＂ －時1天褐色ノルト 14. にみ九、制色砂illじりンルト、円 時間制色ンルト 16. にぷい位褐

色砂illじりンルト（盛土） 17. 時阪市色ンルト (IH点土） 18. 位掲色砂質ンルト（岩盤） 19. 灰

尚色砂混じりンルト、 20.暗l元黄色ンルト、21.信褐色砂質ンルト、 22. にぷい褐色砂質ンルト、 2

1 暗賞制色砂i混じりン，，卜、 24. 暗尚色砂混じりンル九百時間色砂梶じりンルト、

言

~i 
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。 1m 

26. 極暗褐色砂i~. じりンルト、 27. 暗灰褐色

ンルト、 28.時褐色ンルト、 29. 灰褐色砂混じ句

シルト ミO にぷい同色捉躍ンルト 苛1 掲色ン

ル卜、 '2.明黄禍色ンルト、日首褐色ンル卜、

M 赤褐色ill樺ンルト 円にJ品、褐色シルト、

36. にぷい褐色梶離ンルト、有7 にぷい褐色ンル

ト、 38. にぷい褐色ンルト、沖縄色砂梶じりン

ルト、 40.褐色砂混じりンルト、 41. 褐色ンルト、 42.赤筒色シルト

第64図 今林7号墳主体部平面・断面図
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は存在しないと判断した。北側墳丘裾で完形の須恵器躍が出土した。墳丘裾の傾斜変換線付近で、

正位で出土したため原位置を保っている可能性が高い。墳丘下の旧表土から弥生土器が出土した。

今林古墳群は今林遺跡と重複していることから、 7号墳の下層に遺物包含層があると考えられる。

7号墳の調査終了後に墳丘を除去して精査を行い、柱穴を l基検出した。

主体部 平面形態は隅丸長方形を呈し、長軸4.17m、短軸は南側で2.15m・北側でl.85mを測

る。墓墳の横断面形態は逆台形を呈し、木棺安置部はさらに l段深く掘り込まれている。しかし

墓墳底は凹凸があり、掘り込まれている部分は一定ではない。検出面から墓墳底までの深さは約

36cmを測る。縦断面形態、は2段に掘り込まれており、土層断面の観察から横断面で見られた掘り

込みには埋土を行って棺床を平坦に整え、それから木棺を安置してしていると考えられる。墓墳

底は北端と南端に小口溝が見られ、小口溝の断面形態は逆三角形状を呈している。小口溝の土層

断面には明らかな小口板痕跡が見られる。これらの知見から、木棺の形状は小口板を墓墳底に埋

め込む型式の組合式箱形木棺であると考えられる。木棺の規模は小口板痕跡の外法で2.68m、内

法で2.60m、幅は外法で0.68mを測る。遺物は墓墳掘削中に墓墳中央部やや南寄り、2層の下面

付近から「U」字形鍬・鋤先が出土した。さらにその下部で、3層の下面付近から直刃鎌が出土

した。この層位は木棺蓋上かもしくは木棺を若干埋め戻した段階であると考えられる。棺底面か

らは何も出土しなかった。

③今林8号墓

8号墓は当初8号墳と呼ばれていたが、庄内式併行期の墳墓であることが明らかとなった。関

係諸機関との協議の結果、

8号墳は弥生時代の墳墓

／ 

→II 

とみ、 8号墓と改称する

→｜｜ 

（注22)

こととなった。

墳正 平面形は隅丸台

形を呈する墳丘墓である。

長軸は墳正の南側が最大

で18.5m、北側が15mを

測る。短軸は14mを測る。

尾根の南斜面に立地し、

北側は 「コjの字形にめ

ぐらせた溝に よって尾根

から切り離し、南側は最

大 lmにも及ぶ盛土によ

って成形している。東側

の溝底には 8号墓に伴う

0 10cm 溝の掘削以前に掘削され、

埋め戻されたと考えられ
第65図今林7号墳鉄器出土状況図
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る幅1.3mの溝が調査区外から標高164m付近まで続いている。今林遺跡と関係する可能性もある

が、出土遺物がないため確証はない。墳E上には長軸13m・短軸 9mの隅丸長方形を呈する平坦

面があり、その中央部やや南寄りに主軸を東西にとる第 1主体部、その北側に主軸を揃えて第2

主体部を検出した。第2主体部の西に査形土器が正位で埋納された土坑を検出したため、これを

土器棺墓と判断し、第3主体部とした。墳丘南東裾部から供献土器と見られる土器群を検出した

が、図化できるものはない。

主体部 第l主体部は平面形態が隅丸長方形を呈する 2段墓墳である。l段目の規模は長軸

5.50m ・短軸2.1 mを測る。 1段目の底面の深さは検出面から10～20cmを測る。2段目は長軸

。9
－問。－

y、＼＼
ミ

,,, 
1:1 

。 5問、

第66図今林8号墓平面・断面図
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3.68m、短軸は東側でl.OOm、西側で0.90mを測る。検出面から墓壊底までの深さは83cmを測る。

墓墳検出面で、木棺の上部に当たる部分で黒灰色の落ち込み土を検出し、この中から細片化した

土器片が出土した（第66図）。木棺は土層断面においても観察できなかったが、副葬品の鏡の上下

に残存する木質から、木棺を納めていたと判断される。木棺形式は墓墳の形状、棺内遺物のレベ

ルが中央部より棺側部の方が6cmほど高いことから、朝抜式の木棺（舟底状か）であったと考えら

、くチ＼

司る

品、
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1 H音灰褐色砂混じり シルト、2. にぷ

い黄筒色砂質ンルト、 3.灰褐色砂混じ

りンルト、 4 黒褐色砂混じりシルト、

5.褐色シルト、 6.明尚色ンルト、

7.にぷい尚色シルト、自 粛褐色ンル

ト、 9 fil褐色ンルト、 10.にぷい信褐

色シルト、 lI. にぷい賞尚色粘質シル

ト、 12.灰賞褐色粘質シJレト、 13.日青褐

色ンル＂. 14. iこぶし、賞褐色ンル ト、 i

5. 明褐色シJレト、 16.明資灰褐色粘賀ン

ルト、 17.にぶい鐙褐色砂混じ りシル

ト、 1s. a音極褐色シルト、 19. にぷい燈

褐色ンルト、 20. 日音灰黄色極細砂、 21

日昔貰灰尚色粘質ンルト、 22.HffJ)'t灰絹色

粘nシルト、 23. H汗燈灰褐色混傑シル

ト、 24.時栂灰褐色混傑シルト、 25.H奇

褐色シルト、 26.位向色シルト、 27.ill 
尚色シルト

第67図 今林8号墓第 l主体部平面・ 断面図

（左 ：陥没坑および土器出土状況、 右：棺内完掘状況）
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れる。棺底付近で木棺の東端に当たる部分から、 71固の人頭大～50cm大のチャート角喋が出土し

た。この礁は土層断面との関係から、木棺蓋上に置かれていたものが、木棺の腐朽に伴って転落

したものと判断される。この磯群の西に接して鉄器が出土した（第68図）。これらは破断して 2つ

になったタピと方形刃先である。この 2点の鉄製品は礁の上か東側に置かれていたものが、木棺

の腐朽に伴い、転落してきたものであると考えられる。木棺の中央部分で土器底部片・鏡・鉄製

ヤリ先・ガラス管玉・漆皮膜を検出した。土器は棺底面からlOcmほど浮いて出土したため、棺蓋

上から転落し

たものと考え

られる。ヤリ

先の茎部は目

釘穴の部分で

破断して棺中

央部に移動し
、く7に

ていた。ヤリ

先は棺材に密

着して鋒を東

に向けて出土

した。鏡はこ

のヤリ先の上

に重ねて置か

れており、鏡

面を上にして

置かれてい

た。鏡には上

面にも下面に

も木質が付着

しており、下

面の木質の上

にもヤリ先が

／ 

／ 

／ 

／ 

乗っている 。 。
ガラス管玉は

AJ2・4・

6・7など比

較的棺底面に

1113.700 
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ものもある 第68図 今林8号墓第 l主体部遺物出土状況実測図

（同心円は遺物のレベルから復元した棺底面の等高線）
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が、 AJ 1・3のようにlOcmほど高いレベルから出土するものもあり、前者は棺内に後者は桔上

に置かれていたものである可能性が高い。漆度膜は細片化した皮膜が棺底面に接して13点出土し

たが、網代もしくは鐘状に編まれているものであることが分かる以外には詳細は不明である。木

棺の西端から小児人頭大の角礁が2点出土した。西側のものは棺蓋上から転落したものと同じレ

ベルから出土しているが、東側のものはやや上層からの転落と考えられる。

第2主体部は平面形が隅丸長方形を呈し、木棺を据える部分はさらに l段下がっている。墓墳

の長軸は3.35m、短軸はl.35mを測り、墓墳底の検出面からの深さは46cmを測る。墓墳の北壁と

南壁には、部分的にテラスが見られる。墓境内には拳大から長さ lmにも及ぶ大型のものまで、

チャートの角礁が50点ほど埋め込まれていた。これらの角礁は墓墳の側面に近いものほどレベル

が高く、中心に近いものほど低いということが判明し、断面および離を撤去する際の観察から、

墓墳側面に近いものは、木棺の裏込め土の上に置いてあったものであることが判明した。一方、

棺内に落ち込んで、いるものは棺底面からlOcmほど浮いており、棺蓋上に近い層位から転落したも

のであると考えられる。裏込め土上の礁の内、原位置を保っているものは立石状に立っているも

のが多く、原位置から動いているものは斜めに傾いていることから、本来、墓境側面の裏込め土
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第69図 今林8号墓第2主体部平面・断面図
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上に置かれていた

離は、皆立て並べ
164.400 

られていた可能性

が高い。これら喋

群の隙間に土器片

が点在していた。

墓墳底は東側に小

口溝があり、土層

断面でも木棺痕跡

が認められること

から、東側に溝を
し

掘って小口板を固

定する形式の箱形 。 30cm 
木棺であると判断

される。棺内から

は、棺底からlOcm 第70図今林8号墓第3主体部平面・断面図

ほど浮いた位置で「SJ字に折り曲げた鑑、刃先を棺底に突き立てる形で方形刃先が出土した。

どちらも棺上から転落したものと判断される。塊石を墓墳上に多量に置く例は、高知県奥谷南遺

跡、福岡県平原遺跡などで類例が見られるが、当該地とはあまりに遠隔地であるため、直接の関

係は不明である。 （福島孝行）

第3主体部は、第 2主体部南西に位置する土壌内に土器を設置した主体部である。墓墳は

46cm×40cmの楕円形の平面プランをもっ。棺身として壷を若干北に傾けて据える。人骨 ・副葬

品・着装品は検出されなかったが、棺内土から体部片と別個体の査の体部片が出土した。体部片

のみで、口頚部片が伴わないことから、頚部付近より上を打ち欠いて使用されたと考えられる。

別個体の破片は、蓋として用いられたものであろう 。墓墳配置、土器内面の器壁の荒れ、蓋を有

することから、土器を棺に用いた主体部と考える。 （三好玄）

B. 出土遺物

(1)今林6号墳出土遺物

①埴輪 埴輪には普通円筒埴輪と朝顔形埴輪がある。普通円筒埴輪は口縁端部を外方に直角に

折り返し、端部に面を持たせている。体部は突帯聞に 2個の円孔を穿ち、各段間で千鳥配置にし

ている。突帯は断面台形、「MJ字形である。 l段目を除き、外面調整は縦ハケのみであり、黒

斑を有する。 l段目はナデ調整で平滑に仕上げている。内面調整はナデである。口縁部片は小片

のため規模を復原できないが、底径は16.8～18.0cmを測る。朝顔形埴輪は体部が普通円筒と区別

できないため、口縁部のみの記述になるが、直線的に外方に伸びる口縁部で、端部は水平になる

ように外反している。口縁部の中位に突帯を 1条めぐらせている。

②鏡 舶載の嘱蝿座鉦内行花文鏡である。面径10.6cmを測る。鉦座の編幅文の間に「長宜子孫」
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の銘をめぐらす。平縁で8個の花文をめぐらし、鉦座との聞に圏帯を l条めぐらす。鉦孔はわず

かに鉦座面より浮いて穿孔され、長期間の使用によると見られる磨滅により、鉦孔が広がってい

る。表面は全体的に非常に磨滅しており、縁と花文の境目の溝部分のみに本来の鋳上がりを見せ

る部分が残されている。このような鏡に対して、伝世鏡か踏み返し鏡かの議論があるが、磨きに
（注23)

くい部分に本来の鋳肌が残っていることから、伝世鏡といえる。伝世鏡であるとすれば、この鏡
（注24)

の鋳造は岡村編年の漢鏡6期前半（ 2世紀前半）頃であると考えられる。この鏡が副葬されたのは

5世紀前半頃であるから、 3世紀にわたって伝世された鏡である。

③鉄器

鉄器の遺物番号は取上番号と一致する。

短甲 前胴・後胴ともに堅上3段・長側 4段からなる 7段構成の長方板革綴短甲である。前胴

（福島孝行）

は左側・右側とも、基本的には全ての段がl枚の板により構成されるが、右前胴長側第3段の板

のみ例外的に小型の板を補足的に用いている。引合板は左右とも l枚である。後胴は押付板・帯

て三 ｜ンd

」’

＼ 一一一伊

「 lミ ff-fl

「 lI ・-u, 
~＋：UPJk_1 

門

以

げ

4

13一

斗
一

トいい
と

0 10cm 

第71図 今林6号墳出土埴輪実測図
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金・裾板に l枚の板が用いられ、地板は 3枚の板からなる。すなわち、全部で29枚の板により構

成される。各板の連結には、孔の軸を合わせて板同志を重ね合わせ、綴じた際の革紐が表側では
（注25)

I字状に、裏側では鋸歯状になる革綴第 1手法を用いている。短甲の上下端部には、覆輪が施さ

れている。全体的に遺存状態が悪く、わずかに観察可能な部分から復原すると、押付板において

は、小孔 lつおきに 2本の革紐を交差させて通した後に、小孔に沿って革紐を通してゆく革組H
（注26)

技法を用いていると考えられる。また、革紐の交差点は表側寄りになる。腰緒孔が、右前胴の長

側第3段に認められる。また、引合板に繊維痕が紐状に残存しており、ワタガミ受緒である可能
（注27)

性が高い。これらの諸特徴からこの短甲は長方板革綴短甲のEb式であると考えられる。

鉄万（第77図） AB 1は全長93.3cm ・身部長76.5cm ・茎部長16.8cm・身部最大幅3.lcm ・茎部最

大幅2.5cm ・身部最大厚0.7cm ・茎部最大厚0.7cmを測る。関部の形状は斜関で、茎尻は隅切尻で

ある。茎部に目釘穴がl孔確認できる。全体に木質が残存しており、鞘に収められて副葬された

ものと考えられる。AB2は全長83.5cm ・身部長67.6cm ・茎部長15.9cm ・身部最大幅3.lcm ・茎部

最大幅2.5cm ・身部最大厚0.75cm ・茎部最大厚0.7cmを測る。関部の形状は斜関で、茎尻は一文字

尻である。茎部に目釘穴が1孔確認できる。全体に木質が残存しており、鞘に収められて副葬さ

＼＼  

＼ 

c一六三こ二二一一~一一一三三三〉

第72図 今林6号墳出土内行花文鏡実測図
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第73図 今林6号墳出土短甲実測図（上：前胴外面、下：外面展開図）
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第74図 今林6号墳出土短甲実測図（上 ：前胴内面、下 ：内面展開図）
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れたと考えられる。

鉄剣（第77図） AS lは残存長42.7cm ・身部長34.9cm・茎部残存長7.8cm・身部最大幅2.9cm ・茎

部最大幅l.8cm・身部最大厚0.65cm・茎部最大厚0.45cmを測る。茎部の下端を欠損する。関部の

形状は角関で、茎尻は一文字尻である。目釘穴は確認できない。全体に木質が残存しており、鞘

に収められて副葬されたものと考えられる。 AB3は全長34.Ocm ・身部長24.5cm ・茎部長9.5cm ・ 

，、

。 10cm 

第75図今林6号墳出土短甲実測図（後胴表）
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京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

身部最大幅2.5cm・茎部最大幅l.9cm ・身部最大厚0.65cm・茎部最大厚0.4cmを測る。関部の形状

は角関で、茎尻は一文字尻である。茎部に目釘穴が1孔確認できる。全体に木質が残存しており、

鞘に収められて副葬されたものと考えられる。

鉄鉱鉄鉱は14本が出土している。これらは、片刃式・ 三角式・ 二段関三角式の 3形式に分類

可能であり、紙幅の都合から、ここでは 3形式それぞれの特徴について記述するにとどめる。

倫

に

。 10cm 

第76図 今林6号墳出土短甲実測図（後胴裏）
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0             1ocm

今林 6号墳出土刀剣類実測図
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片刃式（第78図 1. 3・4・7・9・10・11・13）は14本中 8本を占める、この鍛群構成におい

ても優勢的な形式である。鍛身部の片側に刃部を作りだす。切先の斜辺はほぼ直線を呈し、明確

な屈曲点を有する。鍛身部の両辺はほぼ平行線をなし、鉱身関部は角関である。頚部は短頚で、

平面形は方形を呈する。断面形は楕円形を呈し、関部は角関である。そこから、断面形が方形を

呈する茎部が伸びる。法量の平均値を概数で示すと、全長約9.5cm・鍛身部長約 5cm・ 頚部長約

l. 5cm ・茎部長約3cm・鉱身部最大幅約l.3cm ・頚部最大幅約0.9cm ・茎部最大幅約0.4 cmを測る。

三角式（第78図2・5）は、 14本中 2本を占める。鍛身部は三角形を呈し、ゆるやかな曲線を描

く両斜辺に刃部を作りだす。鉱身関部は角関である。頚部は短頚で、平面形はやや台形を呈する。

断面形は楕円形を呈し、関部は角関である。そこから、断面形が方形を呈する茎部が伸びる。法

量の平均値を概数で示すと、 全長約8.7 cm・ 鎌身部長約2.5cm ・頚部長約3.2cm・茎部長約 3cm・ 

鍛身部最大幅約1.5cm ・頚部最大幅約0.8cm・茎部最大幅約0.4 cmを測る。

二段関三角式（第78図6・12・14）は、 14本中 3本を占める。関部の形状が観察しづらいものも

存在するため、 二段関の可能性があるものは全てこの形式に含めたことをあらかじめ断っておく 。

全体の形状は三角式と大差ないが、鍛身関部が二段関になることに加え、全長・頚部が若干短く、

やや華者な印象を受ける点が相違する。法量の平均値を概数で示すと、全長約8.2cm・鍛身部長

約2.7cm ・頚部長約2.5cm ・茎部長約 3cm・ 鍛身部最大幅約l.3cm ・頚部最大幅約0.7cm ・茎部最大

幅約0.4 cmを測る。

鍛群中には、茎部の周囲に矢柄と思われる木質が残存しているものも存在する。なお、文中で

触れていない 8の鉄鉱に関しては、崩壊が激しく、復原が困難であるため、その形式・法量は不

明である。

鉄矛 全長32.4cm ・身部最大幅3.lcm・身部最大厚l.Ocm・袋部最大径3.0cmを測る。断面形は

菱形を呈し、身部には明確な鏑が確認できる。袋部の中心線からややずれて切れ込みが入り、内

部に柄とみられる木質が残存する。 （壱岐一哉）

鉄斧 AAX lは全長8.8cm ・刃幅5.5cm ・袋部幅3.5cmを測る。肩をゆるやかに造形する完形の有

肩鉄斧である。刃先が弧を描き、身が薄く袋部の造りも華宥であることから、木材の加工に用い

られた手斧と判断する。袋部は隙間なしていねいに綴じ合わされる。柄の痕跡は一切確認でき

ない。AAX2は全長13.3cm ・刃幅5.2cm・袋部幅4.3cmを測る。平面形態が左右対称になるほぼ完

形の無肩鉄斧である。刃部が直に長く伸び、身が厚く袋部の造りが堅固である。刃先端が丸くす

り減っていることから、実用に供されていた可能性を指摘できる。袋部はていねいに綴じあわさ

れているが、若干隙聞が認められる。柄の痕跡は一切確認できない。

鉄鎌 全長13.0cm・基部幅3.9cmを測る直刃鎌である。身部の造りは厚く、柄着装部の折り返

しも身部から 1cmほど突出し、明瞭に形成されている。柄の着装角度は直角で、木質の残存は確

認されない。基部から先端にかけて、ゆるやかに鉄板の厚みが薄くなっている。また、 平面形態

は全体的に背に向かつて微妙に反っている。この直刃鎌に特徴的なのは、刃中央部の広い範囲に

研ぎ減りが認められることである。

錨 AY3は現長16.9cm・刃部最大幅l.2cm・身部幅l.0～l. lcmを計る。刃部先端が若干欠損す
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るが、遺存状況は良好で、ある。身部には厚みがあり、ほぼ全面に柄の

木質が残存している。そして、その木質の上を、木質の範囲とほぼ重

複するように、皮革状の物質が包んでいる。この物質は図化した表面

と、側面の一部にのみ認められるが、本来は柄全体を包んで、いたので

あろう 。

鉄万子 AY 1は全長15.5cmを計る、完形の万子である。刃部が

12.3cmと長く、そして刃部幅が1.lcmと狭く、通例の万子と比べて刃部

が細長い。当該時期の刀と近似した形態である。茎部に木質の付着は

確認されないが、その代わりに皮革状の物質によって覆われていて、

それが刃部にも若干及んでいる。AY4は残存長15.lcmを測る。先端と

茎の端部が欠損している。刃部幅が最大となるのは関部で、 l.4cmを測

る。刃幅が関部から先端にかけてゆるやかに収束する形態を呈し、通

例の刀子と共通する。ただし、刃部が急激に背に向かつて反る点で異

なる。この万子で最も特徴的なのは、刃部と茎部との間の刃側に認め

られる、長さ2.7cm・幅0.3cm程の扶りである。何らかの装具を装着す

る目的があるのかもしれないが、それに類する物質の残存は確認され

ず、現状ではその用途は不明である。

鋸状鉄器 AY2は、全長16.8cm ・刃幅l.4cmを計る。上部両側に身と

平行方向に走る柄の装着痕が確認され、鋸である可能性が指摘できる。

ただし遺存状況が比較的良好であるにも関わらず、鋸歯がほとんど確

認できない。一部に歯かと思われる凹凸が認められるが、非常に微弱

なもので、その幅も不均一である。片刃か両刃かの区別はつかず、目

釘孔の存在も確認できない。現状からは鋸と断定はせず、その可能性

を指摘するにとどめたい。

鉄錐 AXlは完形品で基部の木質も良好に残っている。本来の全長

は8.8cm、錐身部の長さは4.lcmに復原できる。基部が長大で、錐身部

が比較的短小な割には厚みのある造りであることから、この錐は大き

な孔を穿つ用途に供されていたと考えられる。身の断面形態は錐身部

の先端で円形を呈するが、中央付近では楕円形となり基部との境付近

では各辺が丸みを帯びた長方形となり、ゆるやかに扇平な形態へと移

行する。この傾向は基部でも継続し、基部中央では断面形態は薄い長

方形を呈す。そして端部に至って、幅0.7cm ・厚さO.lcmの板状になる。

（古川匠）

玉類 凝灰岩製勾玉4点、凝灰岩製管玉 7点以上、凝灰岩製垂飾 l

点、ガラス製平玉 l点、ガラス小玉77点以上が出土した。凝灰岩製勾

玉は全長2.9～3.5cm・直径1.0～1. 3cmを測る。形態は「CJ字形であ

-77-
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る。凝灰岩製管玉は非常にもろいため、完形をとどめるものは少ない。全長2.2～3.0cmを測る。

凝灰岩製垂飾は平面台形で、上端に紐を緊縛するための溝が彫られている。最大長l.4cmを測る。

ガラス製平玉は側縁が膨らむ長方形で、透明度の非常に高いスカイブルーのカリガラスを使って

京都府遺跡調査概報

いる。気泡は、穿孔方向と併行に伸びている。こうした透明度の非常に高いガラスは、インド周
（注2む

辺で生産されているものであるといっ 。長さl.4cm・幅1.3cm ・厚さ0.7cmを測る。ガラス小玉は

77点中13点がコバルトブルーで、他はスカイブルーである。直径は3.5～5.7mm ・長さ1.2～4.5阻

を測る。
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竪櫛 実測可能な 5点のみ図化した。この他に土ごと取り上げた ものがあり、総数は20点余り

である。ムネ幅が1.3～l.6cmの小型品(1・2・4・5）と2.2cm前後の中型品（3）とがある。製

作手順は、小型品では 6～ 7本のヒゴを中央部で縛り 、結束点で折り曲げる。そして幅5～ 7mm

ほどの幅で帯状に結束する。最後に添え木を歯の部分にして、糸で歯 l本 l本を縛って歯を分け、

黒漆をムネ部に塗布している。

(2）今林7号墳出土遺物

①土器 第81図は北側墳丘裾から出土した須恵器躍である。口径9.0cm・器高9.5cmを測る。最

大径がやや上位にある扇球形の体部に短く外反する頚部を付し、 口縁部がほぼ直立気味に立ち上

がる。口縁下端に突帯をめぐらす。文様帯には崩れた波状文を施している。外面は回転ナデ調整

を施し、底部のみ不整方向ナデを施す。焼成 ・胎土から阪南古窯祉群（問邑）の製品とは思われな

いが、高蔵寺（TK)208号窯型式併行期頃の産品であろう 。 （福島孝行）

②鉄器

鍬・鋤先 全長11.7cm ・最大幅11.5cmを計る 「UJ字形鍬・鋤先である。通例のこの種の鍬・

鋤先と異なり、刃先部の幅はl.9cmを測り、 2.4cmの耳部よりも狭くなっている。柄を装着する溝

も耳部のほうが深い。

鎌 全長13.lcm ・基部幅3.5cmを計るほぼ完形の曲刃鎌である。柄着装部の折り返しは不明瞭

で、また、折り返し部の

み厚みがない。柄の着装

角度は直角で、木質の残

存は確認されない。平面

形態は、基部治、ら先端部

にかけてゆるやかに幅が

狭くなっている。

（古川 匠）

(3）今林 8号墓出土遺

物

①土器 l～ 6は今林

8号墓第 l主体部出土土

血 畠－~：－－：~斡
会＿－｝／~＇

’＇ 13 

／ 、守、 ，句＇I 、＼

/ I •J ／／’ H 、，、 ι 『、
ι ，＼ f ，、 、

一 一一一町一－～～ー ‘ -1  /1 ii － － 
: ! l : 4 

。

！晶一息i

… … / ~ / J l ・,'I、
一 一f I n （ 可 U、、イ＼＼
ムよ斗仙Li___l¥ 円f ), 1~ 

一 一一一L－－ー一一一一 、 I 一一F u、一 一 一 一

I : ls 
5α判

器である。6のみ棺蓋上 第81図 今林6号墳出土竪櫛実測図

付近、他は墓墳上に置かれ、木棺腐朽に伴い落ち込んだものと

考えられる。 lは査口縁部であろうか。薄い粘土帯を貼り付け、

ミガキを施す。2は査体部である。外面はミガキ、内面はハケ

を施す。3～ 5は高杯である。3の口縁部は接合面から剥離し

ている。内外面にわずかにミガキをとどめる。4は椀形の杯部

を備えたものと思われる。内外面にミガキを施す。5は短い脚
。

柱部に、外方に強く開く脚裾部を備えたものと考えられる。外第82図

79-

10cm 

今林 7号墳出土須恵器実
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面にミガキをとどめる。充填した円盤が接合面から剥離している。6は底部である。いずれも成

形にタタキを用いる。6は底径3.lcmを測る。内側から粘土を充填する。l～ 3・5の胎土は0.5

～l.Omm大の白色砂粒 ・灰色砂粒をわずかに含む。色調は短黄褐色で、焼成はやや硬である。4

／ ／ノノ／／／／／／日／ノノノノノノυ ノ／／／／／／／ノ／、

。 Scm

第83図今林7号墳出土鉄器実測図

R再三ヰ 4ク 」て

は0.5凹大の白色砂粒をごくわずかに含

む。色調は淡桂褐色、焼成はやや硬であ

る。7～10は第 2主体部出土土器である。

8は大形の壷肩部である。外面は斜めハ

ケ後に横ミガキを施し、さらに縦ミガキ

を加える。内面調整は横ハケによる。外

面にヘラ状工具を用いた線刻が認められ

る。ジグザグ表現が主となる。モチーフ

としての竜の簡略化に伴い、鰭部分のみ

が表されたものと考えるのが現状では妥

当である。 9は高杯の脚部である。脚裾

部径19.7cmを測る。内面にケズリを用い

た薄い器壁をもち、若干内轡しながら強

く外方に開く 。外面には精綾なミガキを

施す。透かし穴は外面から穿たれ、内面

は面取り状に処理する。胎土は1.0～ 

2.0mm大の白色砂粒をごくわずかに含む。

色調は赤褐色、焼成はやや硬である。い

d守

·~－~~~＇＞：·~ －－－－~イ ＼寄付グ 旧日；5

可塑竺え
＼とじ(j~

／内）は

－－~：ヌ；／釜富士－~~9
。 10cm 

第84図今林8号墓出土土器実測図
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わゆる庄内系椀形高杯に類する。7・10は底部である。7は底径5.2cmを測る。10は底径6.2cmを

測る。成形はタタキによる。7・8・10は0.5～2.0mm大の白色砂粒・灰色砂粒を少し含む。色調

は淡黄～樟褐色、焼成はやや硬である。11は第3主体部の棺として用いられた査である。強く張

った扇球形の体部に突出底をもっ。体部最大径34.5cm・底径5.6cmを測る。輪台技法による底部

からタタキを用いて成形し、外面上半はナデ、下半と内面はハケを施す。胎土は0.5～2.0mm大の

白色砂粒 ・褐色砂粒をやや多く含む。色調は淡樟褐色を呈し、焼成はやや軟である。体部内面下

半は土器棺特有の器壁の荒れが著しい。なお、図化には耐えなかったが、胎土・色調 ・焼成から

明らかに別個体と判断できる査体部片が11とともに出土した。外面調整はハケ後に粗いミガキ、

内面調整はハケによる。胎土は0.5～l.Omm大の白色砂粒をごくわずかに含む。色調は灰褐色を呈

し、焼成はやや硬である。器壁の荒れなどは認められず、蓋として用いられたと考えられる。

12・13は高杯である。12は墳丘墓西側側溝、 13は墳正墓北裾から出土した。ともに短い脚柱部に、

外方に強く開く脚裾部を備えたものと考えられる。胎土は0.5～2.0阻大の白色砂粒をわずかに含

む。色調は褐色で、焼成はやや軟である。 （三好玄）

②鏡（第85図） 当該鏡は面径10.6cmを測る。鏡背面は平縁、鋸歯文＋無文帯＋櫛歯文という外

区構成を採り、内外

区に段差はない。鉦

は半球形で、鉦孔は

長方形で鉦座面に接

して穿孔されてい グ
る。鉦座は細線の圏 ／／ 

線を二重にめぐら

す。内区には 4体の

獣形が時計回りに配

置され、乳はない。

獣形はやや高く浮彫

され、内区面から

1. 3～l.5mmの高さが

ある。獣形一つの単

位は胸から前脚を表

現したと見られる稜

のある三角形の部分

と肩の部分を表した

巴形の部分、胴体か

ら後脚を表現したと

見られる部分の3っ

から成り立つ。肩部

、
＼ 

と＼

ミナー（一仁入一一一三二
。

第85図今林8号墓出土鏡実測図
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の頂点には渦文状の細線があり、そこから後方に向かつてやや弧を描きながら 3本の羽毛表現の

細線が伸び、先端を上方にカールさせる。l本 1本の線は互いに離れており、線の聞には平坦面

が存在する。その後方は徐々に低くなり、肩部は区切りの線を持たずに終息する。胴体から後脚

にかけては3種類の表現が存在し、獣毛表現を後方に向かつて横方向にカールさせながら伸ばし

た後、縦方向の獣毛表現を配置するものと、横方向の獣毛表現だけのもの、そして胴体には横方

向の獣毛表現を持たずに無文のままで、 2か所の縦方向の細線で胴体を 3分割するものがある。

また内区面の獣形の胸部と胴体部の上方に釣針形の細線が配置される。鏡式については微妙な問

題をはらむため、考察で詳述する。

③鉄器（第87図）

ヤリ (1) 関部に呑口状に木質が残存している点から剣ではなくヤリと判断した。全長

28. 3cm ・身部長19.5cm ・茎部長8.8cm ・身部最大幅3.lcm・茎部最大幅l.7cm ・身部最大厚0.5cm ・ 

茎部最大厚0.3cmを測る。茎部に目釘穴が l孔確認できる。 （壱岐一哉）

タビ「叫l:llJ(2) タピは踏鋤などと訳される。長さ27cm・幅6cmを測り、 20cmを測る刃部に

袋部が付く形態をしている。2つに断裂しているため正確な角度は不明であるが、刃部と袋部と

の境界部でやや反っている。刃部の断面形態は長方形であり、刃部端の平面形は丸みを帯びてい

る。タピは朝鮮半島に分布の中心があり、茶戸里 l号墓で出土したタピは長い木柄が装着されて

いたため、土掘り具と考えられている。今回出土したタピは洛東江流域の浦項玉城里から出土し

たものに形態が類似している。日本では島根県の西谷16号墳、鳥取県の妻木晩田遺跡で出土して
（注29)

おり、本例が3例目となる。 （福島孝行）

方形鍬・鋤先 3は第 1主体部から出土した。縦幅5.6cm・最大横幅12.8cm・基部幅12.2cmを

計り、横に長く 、刃部が基部よりも広い平面形態で「八Jの字状に開くような形態を呈す。折り

返し内に柄の装着痕跡は確認できない。全体に厚身で重厚感がある造りである。中央から右より

の刃の先端が欠け、折れ曲がっているが、土圧による欠損や変形にしては不自然な折れ方である。
（注30)

葬送儀礼に伴う人為的なものであるとする説もある。4は第 2主体部から出土した。縦幅

5. lcm ・刃幅6.lcm ・基部幅5.8cmを計り、やや横に長い長方形に似た形態を呈す。折り返し内に

柄の装着痕跡は確認できない。全体にやや身が薄いわりに、造りは堅固である。刃先と基部がと

もに弧を描くような形態をとることから、元々いびつな形態の鉄板を加工しているようである。

錨（5) 柄の端部から約 7cmと8cmの2か所で鈍角に折り曲げられている。復原長は、約llcm

となる。刃部の中央付近から先が欠損している。遺存状況は良好であり、柄の木質がほぼ完全に

残存している。身部は薄い造り

である。折り曲げによる身部の①①①①①① ①①  
折損は全く認められない。

（古川 匠）

玉類棺床面および棺床から

lOcmほど浮いたレベルからガラ

ス管玉が計8点出土した。直径

7 。
5cm 

第86図 今林8号墓出土ガラス管玉実測図
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は6～8mm・長さ1.2～l.4cmを測る。色調は透明度の低いブルーである。気泡は球形で玉内に散

在し、列状や筋状をなすことはない。片側の側縁が破損した後に研磨している状況が見られ、故

意に折ったか折れたものを再利用していると考えられる。穿孔は両面穿孔である。したがってこ

のガラス管玉は棒状のガラス素材から石製の玉類と同様の方法で切り出し、穿孔したものである
（注31)

と考えられる。ガラス素材はカリガラスと推定される。

(5）今林遺跡 3 次調査

①A地区

A地区は今林古墳群の所在する尾根の 3号墳から北へ派生する尾根に設定された調査区であ

る。ここでは竪穴式住居跡4基を検出した。調査区の最上位、尾根の中央部でSHOl、そのやや

北東でSH09、さらに北側と調査区の北東隅でSHlO・11を検出したO S HOlを除く 3基は尾根

の東斜面に位置しており、 SHlOとSHllは切り合いが見られる。 （福島孝行）

a.検出遺構

S HOl 長辺約6.0m・短辺約5.0mを測る竪穴式住居跡である。この住居跡は五角形を呈して

いる。北に伸びる尾根上に造られているため、北側の周壁は流失している。住居跡には周壁溝が

めぐらされており、尾根側で幅20cm・深さ 7cm、谷側で、幅20cm・深さlOcmを測る。地表面からの

深さは、最も深く掘り込まれている尾根側で周壁溝の底まで、約55cmを測る。周壁溝は西側で浅く

なっており、その両側に柱穴が見られることから、この部分を出入口として使用したのではない

かと推測できる。床面では方形に配置した主柱穴となる 4つのピットのほかに、いくつものピッ

トを確認した。主柱穴は、径約20cm・深さ40cmを測る。主柱穴と考えられる 4つのピットのうち、

東側と南側の主柱穴の底から土器片が出土しており、何らかの埋納行為が行われていた可能性が

ある。床面の中央には径約50cm・深さ約lOcmの中央土坑が設けられている。炭化物や被熱による

赤変は見られなかった。また住居跡の南東側に径約50cm・深さ約45cmの特殊ピット 2基を確認し

た。この特殊ピットの中からは、土器作りに使用したと思われる小児人頭大の粘土塊が出土して

いる。流出を免れていた南東側からは、 12個ものほぼ完形の土器が、床面直上・周壁溝・特殊ビ

ットから出土した。 また中央士坑の南側から台石と見られる石も出土している。この住居の西側

からは、切り合い関係からこの住居に先行する時期のものである半円形にめぐる溝が検出されて

いる。これらの出土遺物から、弥生時代後期後半の住居跡と推定される。住居の平面プランにつ

いて、多角形住居であれば主柱穴は平面プランの角に対応するといわれているが、この住居は方

形に配置されてl；立。 西側は急な傾斜地のため周壁溝をめぐらせることが困難である。したがっ

て本来は方形プランを指向していたと考えられる。 （重松朋孝）

S H09 S H09はSHOlの北東側、尾根の東斜面に位置する竪穴式住居跡残欠である。溝の形

状から方形の竪穴式住居跡であったと見られるが、北東側のほとんどの部分を流出により失って

いるため、住居の規模を知ることはできない。ただし南東隅では直角に周壁溝が曲がっており、

ここが本来の住居のコーナ一部分であったと考えられる。このコーナ一部分から残存する溝の長

さは4.3mを測るため、住居は一辺4.3m以上の規模であったと考えられる。残存する周壁溝内に

-84-
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は弥生土器の破片が落ち込んで、いた（第91図13～15）。

SH10 SHlOは調査区の北東隅で検出した 2基の住居跡の内、南側のものである。残存する

部分はやや屈曲するが全体として弧状を示す溝2.6m分のみで、斜面側にはわずかな平坦地が検

出されたに過ぎない。弧状を示すことを最大に評価すれば、円形の住居跡であろうが、定かでは

ない。SHllを切っている。遺物は出土していない。

④S H11 SH 

11はSHlOの北側

に位置し、 SHlO 

に切られる方形竪

穴式住居跡であ

る。北側には周壁

溝の屈曲部分が見

られるが、南側は

S HlOに切られる

ため、失われてい

る。残存する周壁

溝の長さは3.4m

を測る。周壁溝お

よび床面から弥生

土器（第92図16～

20）が出土してい

る。

b. 出土遺物

土器 第91図l

～12はSHOlの床

面、周壁溝および

特殊ピットから出

土した完形土器で

ある。土器番号の

後ろの記号は取上 ----
番号である。 lは

長頚査である。口

径10. 7cm ・器高

17.3cmを測る。外

面はハケを施した

後、下半をヘラ削

cuHH
は

ぷら30

----

d戸~

戸市。

。 5m 

第88図今林遺跡A地区遺構配置図
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り後ミガキ、口縁部を横方向に板ナデを施す。内面は指ナデを施す。肩部上端に 2条のヘラ描き

沈線文をがある。2は広口壷である。口径11.9cm・器高24.5cmを測る。外面はナデ後下半をヘラ

削り、内面にはナデを施す。3・4は高杯である。3は口径16.8cm ・器高9.6cmを測り、 4は口

161.200 

-=:d--十J

3 

C 忘 Zフア？『大＿，....－D

8 6 /7 / 

CD 
I. 出向色砂梶じりンルト、

2黄褐色砂混じりンルト、
3.'.1.＼褐色砂混じ句 ンルト、

4にぷい陥首褐色砂混じりンル k
R暗褐色砂混じりンルト、
6.i長灰褐色ンル卜、
7陪褐色シル卜、 s.a苦尚色yルト、

E F 
l暗褐色砂混じりシルト、

2.1こぶし3暗禍色砂混じりンルト

ヌ暗黄褐色搬細砂混じりンルト、
4.Uff灰黄褐色粘買ンルト

62 

161.4α3 

.A 

42 

60 
40九時黄赤褐色シルト、 47. にぷい黄尚色砂

混じりンルト、 48.赤褐色砂混じりシルト、 4'

暗尚色砂iltじりシルト、問時前倒色細砂混じり

シルト、51. 暗褐色砂混じりンルト、兄欠番、

明 日告抗出色砂世じりシルト.'4. Jニλ仏、賛同色

砂混じりシルト、閉 じA い黄褐色砂混じりンル

ト、 56. にぷも益黄褐色砂混じりシルト、灯時前

褐色砂混じり ンルト 却にぷい黄禍色砂混じり

ンルト、 円 暗補色砂混じりシル 卜.60. にぷい

黄尚色砂混じりンル卜、 61.晴黄褐色勧混じりン

ルト 62. 暗黄禍色砂損じりンルト 0 1m 

l 械附前倒色柏町 l、2 a~Jt<色砂iltι ，，ンルト 、 3 時前亦褐色砂混じり yルト、 4 時前赤褐

色砂混じりノルト 5. 極時前尚色ンルト‘ 6 傾晴黄尚色ン 1H. 7. 8持黄尚色粘買上. 8. 暗~i

尚色砂i),!じりンル ト 9. 傾時前倒色砂混じりンルト、10.極暗前掲色砂混じりンルト、 II. 極暗貰

尚色砂混じりンル ト、 12.？（帯、日 明黄禍色砂混じりンルト. 14.極暗褐色ンルト、門 極時灰褐

色砂illじり νルト. 16.暗ffi尚色砂illじゅンル卜 17. 晴朗尚色砂混じりノルト、 18.匝陪前倒色ノ

ルト、同 傾日古賀褐色砂illじりンルト、20.t番 21. 岩盤 22. b貨同色極細砂混じりンルト、＂

側時前i尚色ンルト、 24.1こぶL2晴樹色砂混じりンルト、 25. 暗l五尚色砂町ンルト、 26. 極崎賞制色細

砂世じりンル卜、27. k帯、 28.日昔前褐色砂混じりふ〆ルト.29. 暗黄褐色砂混じり yルト、 30.大

帯、 31. B店尚也砂混じりンルト、見 極暗尚色砂混じりン＂＇・ 3.1. 極時黄禍色砂混じりンル卜、 3

4. •Ii前尚色ノルト、刊 前倒色砂混じりンルト .16. K骨、 37. 暗尚色砂椛じりノルト、 M 黄尚

色砂illじりンルト、押 黄尚色ンルト、 40.t番41. 黄褐色砂混じりンルト、42.，介褐色砂質ンル

ト 43. w時前倒色ンルト、 44.t，盤、 4 日昔前褐色細砂混じ IJンルト、
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径19.7cm・器高14.4cmを測る。3は口縁を外反させ、 4は内響させる。3の外面調整はナデ、 4

はハケである。内面は 3がハケ、 4は磨滅により不明である。5～9は聾である。 5は口径

11. lcm ・器高11.6cmを測る。6は口径13.4cm ・器高13.9cmを測る。7は残存高14.2cmを測る。8

は口径12.7cm・器高22.4cmを測る。9は残存高21.6cmを測る。5・6は「く jの字口縁、 8は外

反口縁、 7・9は受口状口縁である。外面調整はすべてハケであり、 6の底部付近にタタキの痕

跡が見られる。内面調整はハケまたはナデである。9は肩部にハケによる列点文が見られる。な

お5は10に入れられた状態で周壁溝内から出土した。10～12は鉢である。10は口径13.2cm ・器高

11. 2cmを測る。11は口径17.lcm ・器高11.3cmを測る。12は口径15.Ocm ・器高17.5cmを測る。10は

「くJの字口縁で、他は受口状口縁である。 10・12の外面最終調整はミガキであり、 11はハケで

ある。11・12の口縁部には列点文が見られる。2・6～12で外面に煤が見られ、 10の内面に炭化

物の付着が見られた。13～15はSH09出土土器である。13・14は同一個体であり、小型の高杯の

脚部および脚柱部になる。外面調整はミガキ、杯部内面には蜘昧の巣状のハケが見られる。15は

査または査の底部である。内外面にハケ調整を施す。第92図16～20はSHll出土土器である。16

は受口の広口査、17は長頚壷である。16は口径13.7cm、17は口径12.2cmを測る。外面調整はミガ

キである。18

は高杯であ

る。外面はナ

デ、内面はケ

ズリを施す。

19は壷または

聾の底部であ

る。20は「くJ

の字口縁の聾

である。口径：

13. 7cm ・器高

21. 9 c mを測

る。外面はハ

ケ調整、下半

のみケズリ、

内面はケズリ

後ミガキを施

す。土器の色

調は淡撞褐色

～淡 黄 褐 色

で、胎土は白

色・灰色、褐

~ 

i出褐色砂iltじりンルト、

2 . .W尚色砂ill.じりシルト

0 1m 

＠ 

入

158.αE 

、誌に」

」

i.arf黄灰褐色上、 2.a音茶褐色土、

3.ff音茶褐色シルト、 4黄褐色磯混じりンルト

157. 700 

G芝三:::::::7H

！日音黄灰褐色砂質士、 2J音茶灰絹色砂質土

158.000 

＼、ミ；／

l 時茶灰褐色砂質土、 2茶褐色砂1~土

ヘミーD

l暗茶灰尚色粘質士、 2.6音黄灰尚色砂質上
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色砂粒をやや多く含む。焼成はやや軟である。 （福島孝行）

②B地区

A地区の西側約85m西側に位置する。今林5号墳がある丘陵頂部から北東側に延びる小尾根で

ある。この地区では、平成10年度の試掘調査において、南西側尾根高所と東側斜面部分で竪穴式

旧13

、、

さぷ
。 10cm 

第91図 今林遺跡A地区出土土器実測図(1) （粗いアミはスス、細かいアミは赤色塗粕）
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住居跡を確認した。こ

れにより、この地区に

集落が広がっている可

能性が考えられ、発掘

調査を実施することに

なった。南西側尾根高

所部は開発対象からは

ずれることになったた

め、それより北側を掘

削した。今林遺跡では

丘陵上部だけでなく、

¥ ＼.~／＼ 

京都新光悦村関係遺跡発掘調査概要

。

第92図 今林遺跡A地区出土土器実測図（2)

斜面部にも小テラスを造り出して竪穴式住居を設けており、東側斜面部の住居も同様な地形部分

に立地する。ただ、テラス状地形でも試掘調査で遺構が検出されなかった部分については、調査

対象から外れることとなった。調査は、 まず重機により表土等を除去し、その後、人力で掘削精

査して行った。

調査の結果、尾根稜線部分では竪穴式住居跡の痕跡とも考えられる若干のくぼみや少量の弥生

土器とみられる土器片が出土したものの、顕著な遺構は残存していなかった。その他、風倒木痕

等を確認したのみである。西側斜面部では、調査前に狭いテラス状地形が認められる部分があっ

たが、掘削した結果、顕著な遺構は認められず、遺物も出土しなかった。主に遺構を検出したの

は東側斜面部のテラス状地形部分である。ここでは、試掘調査で確認していた竪穴式住居跡 l基

のほかに部分的に残存していた竪穴式住居跡1基および土坑 ・ピット等を検出した。

a.検出遺構

竪穴式住居跡SH05 試掘調査で確認していた住居跡である。一辺約3.8mのほぼ正方形を呈

する。北辺ほぼ中央部に造り付けの竃をもっ。西辺側は良好に残存しており、最も深い部分では

約0.7mを測る。東辺は、周壁溝が残存している程度である。床面には4か所に直径約20～30cm

の主柱穴がある。周壁溝は、幅約20cmで、西・南・東辺をめぐっており、竃のある北辺には認め

られない。遺物は主に竃の東側から出土しており、土師器甑などが含まれる。

竪穴式住居跡SH 12 S H05の南側約9mに位置する。方形住居の西辺および北辺約0.75m ・ 

南辺約0.65mが残存しているのみである。西辺は約4.2mで、ある。幅約30cmの周壁溝がめぐる。

北辺延長上、住居内に当たる部分に竃の痕跡とみられる焼土があり 、北辺に竃が設けられていた

ものと推定される。この焼土部分からは、 二段スカシをもっ須恵器有蓋高杯が出土している。ま

た、西辺周壁溝内北半部から土師器把手付椀が出土している。

b.出土遺物（第95図）

竪穴式住居跡SH05 須恵器杯蓋lは、南東側埋土中から出土した。稜がなく、天井部は丸味

を持つ。頂部付近のみをヘラケズリする。口径13.Ocm ・器高3.9cmを測る。焼成は堅綴である。

陶邑編年のTK209型式並行か。土師器聾2は、小形のもので、竃内埋土中から出土した。口縁

-89-
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部は、やや外聞き気味に短く立ち上がる。体部外面は風化のため詳細な調整は不明であるが、わ

ずかにハケ目が認められる。内面はケズリ後ナデ調整である。口径約10.Scmを測る。焼成はやや

軟である。土師器甑3は、口縁部が直立し、端部は丸く終わる。2個の把手が付く 。内外面とも

ナデ調整である。口径12.Scmを測る。焼成は良好である。竃東側から出土した。

可主ィJてユ7

。 5m 

第93図今林遺跡B地区遺構配置図
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竪穴式住居跡SH 12 須恵器高杯4は有蓋で、竃痕跡とみられる焼土部分から出土した。脚部

にスリット状の狭い 2段スカシを 2方向に持つ。杯部の立ち上がりは低い。杯部径11.8cm ・脚部

径13cm・器高11.5cmを測る。焼成は軟である。土師器把手付椀5は、西辺周壁溝内北半部から出

土した。外面にハケ目調整がみられ、器壁は厚手である。口縁端部内面は強く横ナデされ、段状

になる。側面に上管する把手が付く 。口径12.8cm・器高8.0cmを測る。焼成はやや軟である。

包含層 弥生土器聾11は、口縁部が体部から「く jの字状に屈曲するもので、体部外面にはタ

タキ目が残る。口径約15cmを測る。須恵器杯蓋6～ 9は、竪穴式住居跡SHOS北側の平坦地から

出土した。天井部は丸味をもち、頂部付近のみヘラケズリする。口径10.2～llcm・器高3.4～

4. lcmを測り、やや小形である。陶巴編年のTK209型式併行期以降のものか。須恵器高杯10は、

無蓋のもので、脚部に方形の二段スカシを 2方向にもつ。杯部径10.5cm ・脚部径9.lcm ・器高

16.0cmを測る。竪穴式住居跡SHl2東側の斜面部から出土しており、あるいはそれに伴うものか。

土師器聾12は、口縁部が体部から湾曲気味にたちあがり、口縁端部は段状になる。体部外面はハ

ケ目調整 ・内面には横方向のケズリがみとめられる。口径約29cmを測る。 （引原茂治）

③C地区

C地区は今林古墳群の 7号墳と 8号墓の間に設定された調査区で、多数の土坑、土壌墓と柱穴、

溝を検出した。以下に主なものの概要を報告する。

S X08 今林遺跡第2次調査においてSDOSとして報告されたものである。2次調査は試掘調

三干、

10 

己主主6 戸言、8

3弐7 ~竺？弐9

一」
4 

肉、黒一一一一一

。 20cm 

第95図 今林遺跡B地区出土遺物実測図

1～3 S H05、4・5 S Hl2、6～12 包含層
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査であったため平面形態を把握し得なかったが、面的な調査の結果木棺墓であることが判明した。

墓墳の平面形態は長方形で、長辺2.25m ・短辺0.6mを測る。後述する SX35に切られている。

出土遺物はない。

s x 15 調査区の南東隅付

近で検出した木棺墓である。

墓墳の平面形態は長方形であ

り、長辺2.lm ・短辺0.5m、

検出面からの深さ23cmを測

る。墓墳は等高線に平行して

配置されている。主軸と直行

する細い溝が墓墳底の東端と

西端にあり、これらが小口溝

であると考えられるので、 S

Xl5は木棺墓であると考えら

れる。出土遺物はない。

S X21 調査区の北東隅付

近で検出した土壌墓である。

墓墳の平面形はやや不正形な

長方形を呈し、長軸1.65m ・ 

幅0.65m、検出面からの深さ

12cmを測る。墓墳底は西側約

40cmほどが5cm分高くなって

いる。墓壊検出面中央部で拳

大のチャート礁が出土した。

出土状況から、墓境上もしく

は木桔上に置かれていた標石

が、木棺の腐朽に伴い転落し

たものである可能性が高い。

出土遺物はない。

SX22 SX21の北側で検

出した墓壌である。墓墳の半

分は調査区外へ伸びるため、

遺構の全容は不明だが、平面

形は長方形で、長軸l.8m、

検出面からの深さ 17cmを測

る。墓墳は 2段墓墳である。

／ 

、く人

＼＼  

〆ムザ

kご？、
’・4So

ーと＼＼
、、4~46o

＼＼  

5m 

第96図今林遺跡C地区遺構配置図
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第97図今林遺跡C地区遺構平面 ・断面図(1)
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2段目の長さは1.3mを測る。SX21に切られている。出土遺物はない。

S X27 調査区の中央やや南寄りで検出した木棺墓で、平面形態は長円形を示し、 2段墓壌で

ある。上段の規模は長軸2.9m・短軸l.4mを測る。下段は長方形を呈し、規模は長さ2.35m・幅

0.65mを測る。墓墳底の検出面からの深さは13cmを測る。出土遺物はない。

S X29 S X27の南西、調査区南端付近で検出した土墳墓である。平面長方形を呈し、規模は

長さ2.8m・幅0.4mを測る。墓墳の平面形態から木棺を用いたと判断される。出土遺物はない。

S X 35 S X08を切る木棺墓である。南東側を第2次調査の試掘トレンチによって削平されて

いるが、平面形は長方形を呈すると思われる。規模は長軸1.Sm以上・短軸0.6m、検出面からの

深さは12cmを測る。墓塘底には幅9cmの小口溝が2条見られ、当該遺構は木棺墓であった判断さ

れる。出土遺物はない。

S X52 調査区西端で検出した木棺墓である。SX53に切られる。平面形態は長方形を呈し、

規模は長軸2.lm 以上・短軸0.6mを測る。検出面から墓墳底までの深さは約 7cmを測るが、南端

は徐々に深くなり、最大で、18cmを測る。これを小口溝と見れば、墓墳形態と合わせて木棺を用い

たことが推定される。出土遺物はない。

S X53 S X52の南側に位置し、 SX52を切る木棺墓である。平面形態は長方形を呈し、規模

は長軸1.65m ・短軸0.65m、墓墳底からの深さlOcmを測る。墓旗底には幅13cmの小口溝が2条見

られ、このことから木棺墓であると判断される。出土遺物はない。

S X59 調査区の南西隅で検出した土墳墓で、 SK54・56・57・58に切られる。墓墳の平面形

態は長円形で、部分的に 2段墓墳となっている。このことから SX59は木棺墓である可能性が高

い。規模は長軸2.8m以上・短軸0.96m、検出面から墓壊底までの深さは19.5cmを測る。出土遺

物はない。

SB7 2次調査の時点で検出されていた柱穴と、今回検出したP23・30・32の4基の柱穴か

らなる l間四方の掘立柱建物跡である。規模は南北 ・東西とも 5mを測る、ほぼ正方形を呈す。

2次調査で検出した柱穴は直径llOcmを測る大型の柱穴であるが、 P23・30・32は直径40cm前後

の円形で、検出面からの深さは約70cmを測る。

SE 33 調査区中央部北縁で検出した大型の円形土坑で、直径1.3m・深さ約50cmを測る。素

掘りで、断面逆台形を呈する。出土遺物はない。

S K54 調査区南西隅で検出した土坑で、 SX59を切っている。平面形は長方形であるが、断

面形は播鉢状を呈する。規模は長軸2.5 m ・短軸1.6m ・検出面からの深さは70cmを測る。出土

遺物はない。

C地区から出土した遺物は 2次調査の時点で出土した弥生土器片

を除くと、 P16上面で出土した弥生土器高杯脚柱部、調査区南西を

精査中に出土したチャートの剥片（第99図）のみであり、検出した遺

構の時期を積極的に示すものはない。2次調査出土土器、およびP16 

の土器がこの地区の遺構の時期であれば、弥生後期の可能性がある。 ょここ〉 主二＝二ゴ2cm
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5.考察

(1)弥生後期の南丹波地域の土器変遷

これまでに集積した資料に加え、今回の平山正陵での調査によって良好な資料が得られたため、

南丹波地域の弥生後期の土器について、その変遷を概観してみたい。南丹波地域といっても、こ

こで扱うのは山塊に固まれた亀岡・八木・園部の3市町にまたがる桂川水系の盆地である。

弥生後期前葉の土器と見られるのは、今林遺跡2次SH03出土の土器群である。広く浅い杯部

に、明瞭な屈曲部を持たずに立ち上がる口縁部を持つ高杯を特徴とする。長頚査は肩部の張りが

強く、底部は広い平底となっている。この一群の土器を平山遺跡群の l式とする。これに近い様

相を示す土器群は、宮川遺跡竪穴式住居跡9出土資料で、i3i。この高杯は口縁部が明瞭に屈曲せ

ず立ち上がる部分と、直立する部分があるが、外反はしない。小型の高杯は脚部をほとんど外反

させず、 V様式前葉の特徴をとどめている。これらの資料は今林2次SH03よりはやや後出する

が、現時点では平山 l式に包含させておく 。今林l号墳（墓）下層墓の土器棺Sxosもこの小様式

に属す。

平山 l式に後続する土器群は、今林遺跡 l次SDl6出土土器群である。高杯には大型と小型が

あり、双方ともわずかに外反する。この時期の土器群は資料が少なく、実体は不明である。この

土器群を平山 2式とする。狭間墳墓群はこの段階から造墓が開始される。5号墓第 l主体部出土

の高杯は口縁部の外反度が弱いほか、裾端部に明確な面を持っており、さらに上方につまみ上げ

ている。こうした特徴から 5号墓は平山 2式に築造されたと考えられる。

平山 2式に後続する土器群は、今林遺跡3次SHOl出土土器である。この土器群は、短い頚部

の長頚査、肩部の張る短頚査、短脚の外反口縁高杯、椀形高杯、受口と「く jの字そして外反口

縁のハケ棄、受口と「く jの字の鉢で構成される。外反口縁高杯の口縁部の外反度は平山 2式の

ものより強くなるが、裾端部には明瞭な面を持たせている。タタキ棄はこの段階には少ない。こ

の資料を指標とする小様式を平山3式とする。今林遺跡 l次SHOl出土土器はほぼ同様の時期の

土器だが、高杯の脚部裾端部には面を持たせず、やや後出的な様相を持つ。査に球形胴受口状口

縁のものが加わり、棄にはタタキ目をもつものが若干存在する。今林遺跡3次SHOlとの聞にわ

ずかだが型式差が見られるため、平山 3b式とし、今林遺跡第3次SHOlを平山 3a式と細分す

ることとする。今林遺跡第2次SHllの土器群は、平山3式に属すと考えられ、これには丹後系

の有段口縁高杯が含まれる。

これらに後続すると考えられるのは、今林遺跡 l次SH02・09の土器群である。SH02の外反

口縁高杯は退化が進行し、あいまいな口縁形状になっている。裾端部には面を持たない。SH09 

の高杯は、杯部径がいまだ大きいままである。器台は小型化し、脚柱部も細い。これらを平山 4

式とする。資料が少ないため、若干他の遺跡で補うと、千代川遺跡10次調査SH 10099の資料が

これに当たるであ JS3~ 。 蓋の外面調整にタタキ目を残すものが多くなるのが特徴である 。 タタキ
聾は 3式から 4式にかけて漸増するが、 4式ではハケ聾とタタキ聾とが相半ばする。また、「く」

の字口縁にハケ聾が多く、受口状口縁にタタキ蓋が多いという傾向が見られるが、近江系の文様

や形状をよく模倣しているものはハケ聾となっている。他に丹後系の土器が見られ、椀形高杯と
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器台が存在する。狭間4号墓第3主体部の土器棺身に用いられた土器はこの小様式に属す。

さらに時期が下ると、平山丘陵では資料を探すのが困難になる。ここでは北金岐遺跡SB03の

資料を当てておき~~＼o 高杯の杯部上端の直径が口径に対して小さくなり、丹後系有段口縁高杯
の口縁端部外面の擬凹糠が消滅する。聾はタタキ蓋が優勢になり、高台状の脚部を持つ鉢が増加

する。丹後系の装飾器台も見られる。この土器群を指標とする小様式を北金岐式とする。高杯の

杯部径や聾 ・鉢の形状を見ると、畿内地域では庄内式の開始期に当たっている可能性がある。

北金岐式の次の段階には曽我谷遺跡溝状遺構の資料が挙げられる。広口査・直口査・受口状口

縁査などは器種を越えて同様の体部成形、内外面調整を特徴としている。タタキ聾が優勢で、歪

の形状に庄内斐の影響が見られるものが出現する。高杯は庄内式の模倣品があり、小型器台は筒

状の脚柱部を持つ。台付鉢が多いのも目立つO 外来系土器としては、西部瀬戸内系の内傾する複

合口縁査、東海系の瓢査・高杯 ・台付鉢、丹後系台付鉢・器台、北陸系の聾などが見られる。こ

の小様式を曽我谷式とする。この小様式は畿内地域の庄内式前半と併行関係にある。今林8号墓

の土器棺と供献土器はこの小様式に属す。

曽我谷式の後、布留式が展開するまでの間を埋める集落における一括、準一括資料はほとんど

ない。したがってやむを得ず墳墓資料をもって当て、資料増加を待ちたい。ここで取り上げるの

は黒田古墳（墳墓）の供献土器群である。この墳墓からは、 二重口縁査と受口状口縁査が出土して

いるが、二重口縁査はホケノ山古墳（墳墓）から出土した二重口縁査との親縁性が高く、庄内式後

半に併行するものと考えられる。この小様式を黒田式とする。平山遺跡群ではやや後出的ではあ

るが、今林 l号墳（墓）がこの小様式に属すと考えられる。

以上、弥生時代後期から末にかけての土器変遷を概観してきたが、良好な一括資料はまだ少な

く、個々の土器を系統的に分析するには資料不足である。したがって、この変選観は暫定的なも

のであり、現状での変化傾向に対するー解釈に過ぎないことを断っておく 。

(2）平山遺跡群の首長権形成と消長

今回の調査によって、平山正陵及びその周辺部においての首長権形成過程が明らかになりつつ

ある。ここでは、今回の調査をふまえて、墳墓遺跡からその消長を概観することとしたい。なお、

今回調査を行った遺跡群の総称として、ここでは平山遺跡群と仮称したい。

平山遺跡群の中で首長権形成に向けた動きとしては、今林 l号墳（墓）下層墓がその嘱矢となる。

今林l号墳（墓）下層墓は、庄内式併行期の墓として報告された。しかし、 1号墳（墓）自体も庄内

式併行期の時期が与えられており、庄内式併行期の墳墓の上にさらに墳墓を築造したことになる。

そういった例は他に類例を見ない。また、この墓の土器棺SX05の蓋に用いられている結合形土

器は、大和・山城の 5-1～2様式に位置づけられているもので、抗、この墓は弥生後期前葉、

平山l式の築造であると考えられる。この墓は地山を隅丸長方形に削り出し、墳頂平坦面に不規

則に土墳を配している。中心主体はなく、副葬品もない。単独の墳墓を造営している点では階層

化が高く進行した状態であるともいえるが、これと併行する時期の今林遺跡の遺構は 2次調査S

H03のみに過ぎない。したがって集落が十分発展する以前の墓地であると考えられる。

1号墳（墓）下層墓に引き続き、狭間墳墓群が平山 2式～北金岐式にかけて造営され続ける。最
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初に造営される墳墓と切り合い関係を持つ、 l～ 4号墓、 5～ 9号墓、 10・11号墓、 12・13号墓

の4グループに分けて考えると、土器の変化と切り合い関係から 4世代にわたって4集団が営ん

だ墳墓群であると考えられる。後2者が2世代で途絶えるのに対し、前2者は4世代固まで造営

し続ける。この間、今林集落は最大規模の状態を保持し続けるため、集落規模の拡大に伴って 4

集団が有力層として墳墓造営権を獲得するが、時期が下がるにつれ、内2者のみがその権限を保

持し続け、残る 2者は淘汰されたと考えられる。墳頂には 2基・東西頭位を原則として主体部が

築かれる。この段階で墳墓に埋葬されるのは2人、および次代の有力層を約束されていたであろ

う、胎児または乳児のみに限定されている。また、副葬品は貧弱で、錐や300点を超えるガラス

小玉などは丹後・但馬地域の影響と見られる。これは今林遺跡の集落で、当該期に丹後系の土器

が入っていることからも検証できる。しかし供献土器は近江系の影響が強い。

狭間墳墓群は、北金岐式頃にその造墓活動を終えるが、これに続いて今林8号墓が築造される。

この墳墓は単独で造営されており、墳頂部には成人2名と胎児または乳児 l名が、狭間墳墓群の

原則通り埋葬されている。単独墓になったことで、狭間墳墓群の段階で 2者あった有力層は遂に

l集団に絞られている。ここでは鏡、朝鮮半島系の鉄製土掘り具・鉄ヤリ・方形刃先・ガラス管

玉など、豊富な副葬品が見られ、広域な対外交流をうかがわせる。この段階には今林遺跡の集落

は廃絶しており、曽我谷遺跡へ集落を移動したと見られる。

今林 l号墳（墓）は 8号墓に続いて築造される黒田式の墳墓であるが、単独に築かれ、墳頂には

l基のみ主体部が築かれる。階層化は極限まで進み、特定個人墓の出現を見るわけだが、副葬品

を失い、首長を含めた平山遺跡群の他地域に対する相対的な地位は低下している。

平山遺跡群では確実に古墳時代前期前葉に遡ることができる墓は存在しない。平山古墳が園部

垣内古墳に先行して築かれるが、それも遡って前期中葉である。しかも弥生後期を通じて方形墳

の伝統を守ってきたにもかかわらず、円形墳を採用している。この変化から見ても、庄内式併行

期末に凋落した平山遺跡群の首長は、古墳時代の開始とともに、その首長権を畿内政権に、いっ

たん奪われ、 l世代ほど経た後に首長として復活したのではないだろうか。

平山古墳に続く首長はE陵からわず、か500m南に立地する園部垣内古墳の被葬者と見たい。従

来、園部垣内古墳は畿内政権からの派遣将軍の墓として認識されて ~3t：：が、今回の調査をふまえ、
在地勢力である平山遺跡群の首長系列に連なるものが畿内からの特別なてこ入れを受け、大型前

方後円墳を築いた可能性も考えたい。想像を逗しくすれば、首長権を取り戻した平山遺跡群の首

長は、丹後・山陰経営と連動して丹波山地への入り口の守護を任せられたのではないだろうか。

中期前半には、豊富な副葬品を持つ今林6号墳の首長を支える層から、カチ山北古墳群の被葬

者にも古墳築造権が与えられるが、園部盆地の南部に岸ヶ前古墳群などが勃興してくると、平山

遺跡群の首長は徐々に力を失い、後期初頭の今林2号墳、横穴式石室を主体部に持つと見られる

3・4号墳を最後に平山遺跡群の首長系列は途絶えるのである。

(3）今林8号墓出土鏡について

当該鏡の鏡式について、当初から 2つの意見がある。一つは四獣鏡の一種と見る意見であり、

もう一つは摂文鏡の一種と見る意見である。調査終了後、樋口隆康氏、下垣仁志氏に加え、森下
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章司氏のご教示を得ながら筆者なりに当該鏡について検討した結果を以下に述べることとする。
（注38)

樋口氏は摂文鏡は環状乳神獣鏡から図像を抜き出し、配置したものであるという系譜を提唱さ

れ、後に田中 琢氏によって、環状乳神獣鏡と援文鏡の間に竃龍鏡を介すべきであることが提唱

ぎ弘、現在に至っている。また下垣氏によれば摂文鏡の原鏡となった量龍鏡の内、最も古い副葬

例が雪野山古墳2号鏡であることを挙げ、摂文鏡は古墳前期中葉を遡らないという 。

ここで問題となることは 2点ある。lつは当該鏡が摂文鏡の一種であるかどうか。すなわち摂

文鏡とは何かをめぐる問題。もう 1つは遺構の時期の問題である。雪野山古墳は布留式古相の壷

形土器を出土したが、当該鏡は庄内式併行期の墳墓の主体部から出土したのである。

まずは前者の問題について。前橋天神山鏡や楢原寺山鏡といった型式的に最古式に属する摂文

鏡は、みな竃龍鏡の内区外縁部をめぐる、環状乳を肩部に持つ文様単位を抜き出したものという

指摘はある意味で正しい指摘と思われる。しかしこれらの内区文様を観察すると、量龍鏡の大き

な獣形の顎（髭）の部分なども取り込まれている。つまり、摂文鏡は竃龍鏡内区の大きな獣形を省

略し、内区の内側半分を消去し、内区外側半分を再構成したものを内区に持つ。したがって摂文

鏡は当初から獣形を意識して、そこから頭部や脚部を省いたのではなく、初めから頭部や脚部を

持たないデザイン化された体部を含む、竃龍鏡内区外側半分を再構成したものと定義すべきであ

る。その意味で田中 琢氏の樋口 I型を再び摂文鏡から外すべきという考え方には賛同できる。

さて、では当該鏡はどうか。雪野山古墳出土の竃龍鏡内区外縁の文様に似ている部分もあるが、

これは獣毛や羽毛表現の線同士が密着しており、前述した当該鏡の羽毛・獣毛表現とは異なる。

量龍鏡内区外縁の文様では乳以外を平板に表現しているが、当該鏡は肉感のある浮彫表現である。

さらに当該鏡では獣形の胸から前脚にかけての部分を、稜のある三角形の浮彫で表現しているが、

竃龍鏡内区外縁の文様ではそれがすでに省略されている。当該鏡には竃龍鏡にはない獣形が含ま

れている。これらの相違点から、最古の竃龍鏡である雪野山鏡とは同一系譜上にあるとは考えら

れない。したがって当該鏡は摂文鏡の一種ではないと判断する。では、どの鏡式に属するかとい

うことだが浮彫式獣帯鏡を祖形とした鏡であると考える。根拠は獣形の表現と三本の密接しない

細線によるカールした獣毛表現、 三角形の胸の表現などである。獣毛表現や獣形の形状は三重県

東山古墳の浮彫式獣帯鏡に近似し、三角形の胸の表現は芝ヶ原鏡の獣形表現に通じるものがある。

舶載の浮彫式獣帯鏡は、漢鏡7期に製作され、 三重県東山古墳や長野県弘法山古墳で庄内式併行

期の墓から出土しており、庄内式併行期の日本各地の墳墓からも出土して♂2。したがって、こ

れを原鏡とした当該鏡や見田大沢鏡が庄内式併行期に存在することも何ら不都合ではない。

出土状況の問題については、 8号墓は第 1・第2主体部とも墓塘上に破砕土器供献を行ってお

り、これらには突出する底部を持つ破片や庄内式椀形高杯の脚部・脚裾部片が含まれる。第3主

体部は土器棺であるが、やや偏球形の体部に突出する底部が付く 。体部外面はタタキの後ハケ、

内面はハケ調整である。口縁部片が無いため厳密な時期は決定できないが、曽我谷遺跡の溝資料

との比較から下がっても庄内式併行期末までである。むしろ庄内式併行期でも、前半である可能

性が高い。さらに第 l主体部の棺内には、棺上から転落したと見られる聾底部片があり、当該鏡

の北わずか3cmから出土している。これもタタキのある聾で、直径3cmの平底を有する。しかも
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体部の立ち上がりが急なため、球形胴にはなり得ない。したがって、伝統的V様式系の聾が球形

胴化する以前の庄内 2式とするのが穏当であろう 。なお、墳丘盛土に伴って弥生後期～末の今林

遺跡の包含層から土器が混入した可能性を検証すべく、墳正を岩盤まで断ち割ったが、盛土およ

びその下層の旧表土を含め、 l点の土器も出土しなかった。なお、今林遺跡の2次調査で、当該

地点からはほとんど遺物が出土していないことが報告されており、また 8号墓の東方に隣接する

今林遺跡C地区でもほとんど土器が出土していない状況から見て、混入遺物である可能性は限り

なく Oに近い。

以上2点の問題を検討した結果、当該鏡については庄内 2式併行期に副葬された浮彫式獣帯鏡

を原鏡とする四獣鏡の l種であり、「特定の地域において独自にj行われた鏡生産の l群である
？主41)

と理解するのが現状での妥当な解釈であると考える。 （福島孝行）

6.まと め

狭間墳墓群は弥生時代後期中葉から造墓活動が開始され、後期末まで続く 。土器や切り合い関

係から築造時期がわかるものについては 1・5・9・11・12→ 2・8→ 4→ 3・6号墓の順で築

造されたものと考えられる。墳Eは方形ないし長方形に削り出した載頭方錐形の台状部に、若干

の盛土を行って成形する台状墓である。台状墓間の空閑地にも整然と埋葬が行われている。主体

部は11号墓を除いて東西頭位であり、 2基の主体部を設けるものが車越する。主体部は木棺直葬

であるが、棺の形状はさまざまであり、墓墳形状も変化に富む。特に 5号墓は、 2重木棺の可能

性があり、 11号墓は構築墓墳の一種である。また土器棺も見られる。副葬品は 2・5・11号墓に

限られる。土器の供献形態は墓境上の破砕土器供献が主体を占めている。供献土器には近江系の

華や近江の影響を受けたと見られる聾 ・鉢な どが目立つ。

平山古墳は、長軸17mを測る楕円形墳である。墳丘は岩盤を削り出して成形し、中央に 2段墓

墳を穿ち、その中央に割竹形木棺を据えている。頭位は東西方向であり、鏡の位置を頭位側とす

ると、西側頭位である可能性が高い。副葬品はすべて棺外に置かれ、 2群に分けて置かれている。

副葬品の中で特筆すべきは鳥頭四獣鏡である。供献土器と副葬品の構成から築造時期は古墳時代

前期後半でも末葉には下らない時期であると考えられる。

カチ山北古墳群では、 l号墳から供献されたと考えられる土師器群が出土した。これらの土師

器は 5世紀後半頃のものと考えられており、 l号墳は 5世紀後半の築造と考えられる。2号墳は、

鉄万や有肩鉄斧の形状が、 4世紀末以降の時期を示している。ただ、両古墳のあり方からみて、

あまりかけ離れた時期の築造とは考えにくく、ほぼ5世紀のうちに築造されたものとみられる。

隣接して築造されている両古墳で、主体部の主軸方向が異なるのが注目される。南丹波北部にお

ける中期古墳の様相を知る上で良好な資料となる。

今林古墳群では新たに中期古墳2基、庄内式併行期の墳墓 l基が調査され、 全体像に迫ること

ができた。特に 6号墳は長辺が22mの小規模な方墳で、ありながら、埴輪列を持ち、舶載鏡や短甲

など、豊富な副葬品を持つことを特徴としている。また8号墓は長辺18mの庄内式併行期の墳墓

であるが、初期の佑製鏡の他、タピ・方形刃先・ガラス管玉など、今林 1号墳には無かった副葬
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品が見られ、園部川流域の黒田古墳にも匹敵する内容であることが明らかとなった。

今林遺跡3次調査では、 SHOlから完形品12点が出土し、南丹波の弥生後期の良好な一括資料

を得ることができた。また、 B地区では尾根の中腹に古墳時代後期の竪穴住居跡が見つかり、当

該時期の集落形態に新たな形態を加える結果となった。

全体を総括すると 、平山丘陵は弥生～古墳時代にかけて連綿と集落 ・墳墓が営まれ続け、園部

盆地北部の中心的な位置を占め続けたと考えられる。

（福島孝行・引原茂治）

なお、調査中および整理作業中を通じて、下記の方々に多大なご教示やご協力をいただいた。末筆なが

ら記して感謝したい（敬称略）。

松本学博・荒川 史・安藤信策・壱岐一哉・魚津知克・内田真雄・大賀克彦・岡林孝作・加藤晴彦 ・亀

山善弘・阪口英穀・重松朋孝・杉原和維・杉山拓己・鈴木ー有・鈴木篤英・清野孝之・高木芳史・高橋克

毒 ・田中晋作・塚本敏夫・辻川哲郎・辻健二郎・寺田良喜・豊島直博・中川 渉・中村潤子・中村 弘・

橋本達也・浜中有紀・樋口隆康・広瀬和雄・古川 匠 ・松田 度 ・三好 玄・村上恭通 ・村上計太・森

浩一 －森下章司 ・門田誠一 －山口裕一 ・山田邦和・吉井秀夫・和田晴吾

注l 調査参加者は、次の通りである （順不同・敬称略）。

金城竜成・荘林ハツエ・人羅幸子・井上洋子・人羅義雄 ・壱岐一哉・ 三好玄・天池邦彦・天池佐栄

子・西山佳助・石堂和博 ・柏田祐子・山下秋雄・山下春子・古川 匠 .i朝田昌子・竹中万弓・栗原

明日香・宅間のり子・森口 亮・前田富士子 ・矢野ふさゑ・ 三浦悦子・前回年枝・前田準ー ・内藤

ふさ子・筒井茂子・佐々谷勉・佐々谷障美子 ・大下尚夫 ・大下陽子 ・山内浩司・木村明隆 ・大下昌

輝 ・吉田修一 ・野口和子・初野玉子・亀山善弘・山口裕一 ・長曽敬子・中井智恵子・重松朋孝・森

房子・杉山拓己・古賀 聡・中井千代巳・漬口 隆・大下信治・中井優志

注2 平良泰久編 『曽我谷遺跡発掘調査概報j 園部町教育委員会 1977 

注3 同志社大学考古学実習室園部町遺跡分布調査研究会編 『園部盆地における考古学的調査j 同志社

大学考古学実習室園部町遺跡分布調査研究会 1981 

注4 辻健二郎 『園部町内遺跡発掘調査概報平成10年度（宮ノ口遺跡）J 園部町教育委員会 1999 

注5 野々口陽子「今林2号墳・今林遺跡発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報j第68冊 （財）京都府埋

蔵文化財調査研究センター） 1996 

戸原和人「今林遺跡第2次発掘調査概要J( r京都府遺跡調査概報j第88冊 （財）京都府埋蔵文化財

調査研究センター） 1999 

注6 石崎善久「善願寺遺跡第2次発掘調査概要」 （『京都府遺跡調査概報j第98冊 （財）京都府埋蔵文化

財調査研究センター） 2001 

注7 森下 衛ほか 『船坂・黒田工業団地予定地内遺跡群発掘調査概報』 園部町教育委員会 1991 

注8 柴 暁彦「国道478号バイパス関係遺跡平成5年度発掘調査概要」（ 『京都府遺跡調査概報』第62冊

（財）京都府埋蔵文化財調査研究センター） 1995 

注9 森 浩一編 『園部垣内古墳j 同志社大学文学部 1990 

注10 門田誠一編『傍教大学園部校地の遺跡 考古学調査のあらまし J 悌教大学 1999 
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注11 辻健二郎 I園部町小山東町土地区画整理事業に伴う発掘調査報告書（徳雲寺谷遺跡群）』 園部町教

育委員会 1997 

注12 引原茂治「園部城跡発掘調査概要J（『京都府遺跡調査概報j第4冊 （財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター） 1982 

注目前掲注7

注14 前掲注7

注目安藤信策・山口 博ほか『温井13号墳発掘調査概要j 園部町教育委員会 1981

注目 辻健二郎 『園部天神山古墳群発掘調査報告書j 園部町教育委員会 1995 

注17 前掲注3

注目福島孝行「礁で棺表示する古墳について」 （『京都府遺跡調査概報j第87冊 （財）京都府埋蔵文化財

調査研究センター） 1999 

注目 ガラスの材質については、大賀克彦氏（京都大学）のご教示による。

注20 森下章司「古墳時代佑製鏡の変選とその特質」 （r史林j第74巻第6号 史学研究会） 1991 

注21 野島 永・河野一隆「鹿谷遺跡発掘調査概要J( r京都府遺跡調査概報j第52冊 （財）京都府埋蔵文

化財調査研究センター） 1993 

注22 庄内式併行期が弥生時代か古墳時代かについては、前者の都出比日志氏と後者の寺沢 薫氏との問

で、鋭く対立している。筆者は弥生・古墳社会の階層構造の検討から前者を支持している。

都出比呂志 「日本古代国家形成論序説一前方後円墳体制の提唱 J （『日本史研究J343 日本史研

究会） 1991 

寺沢 薫 「纏向型前方後円墳の築造」 （『考古学と移住・移動j同志社考古学シリーズW 同志社大

学考古学シリーズ刊行会） 1988 

注23 森下章司「鏡の伝世」 （『史林j第81巻第4号 史学研究会） 1998 

注24 岡村秀典「後漢鏡の編年J( r国立歴史民俗博物館研究報告j第55集 国立歴史民俗博物館） 1993 

注25 末永雅雄 I日本上代の甲胃j 木耳社 1934 

注26 高橋工「甲胃製作技術に関する若干の新視点」 （r盾塚鞍塚珠金塚古墳j 由良大和古代文化

研究協会） 1991 

注27 阪口英毅「長方板革綴短甲と三角板革綴短甲 変遷とその特質 J（『史林j第81巻第 5号史学研

究会） 1998 

注28 ガラスの材質・生産地については大賀克彦氏のご教示による。

注29 村上恭通氏（愛媛大学）のご教示による。

注30 田中新史「使用具の古墳埋納（上）J ( r古代j第98号 早稲田大学考古学会） 1994 

田中新史「使用具の古墳埋納（下）J（『古代j第100号 早稲田大学考古学会） 1995 

注目 ガラスの材質については大賀克彦氏のご教示による。

注32 福島孝行「平面多角形の竪穴式住居跡の検討」 （『考古学に学ぶj同志社大学考古学シリーズVII 同

志社大学考古学シリーズ刊行会） 1999 

注33 福島孝行「宮川遺跡J（『埋蔵文化財調査概報J1996 京都府教育委員会） 1996 

野々口陽子 ・福島孝行「宮川遺跡発掘調査概要」 （『京都府遺跡調査概報』第72冊 （財）京都府埋蔵

文化財調査研究センター 1996 
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注34 森下 衛・鵜島三蕎『京都府遺跡調査報告書j第16冊 千代川遺跡 （財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター） 1992 

注35 石井清司 ・田代 弘『京都府遺跡調査報告書j第4冊北金岐遺跡 （財）京都府埋蔵文化財調査研

究センター 1985 

注36 藤田三郎・松本洋明「大和地域J（『弥生土器の様式と編年j近畿編 I 木耳杜） 1989 

森岡秀人「山城地域」（ 『弥生土器の様式と編年』近畿編 I 木耳社） 1990 

注37 森 浩一「まとめ」（『園部垣内古墳j 同志社大学文学部文化学科） 1990 

注38 樋口隆康『古鏡j 新潮社 1979 

注39 田中 琢 f古鏡1 日本の美術No.178 至文堂 1981 

注40 岡村秀典「浮彫式獣帯鏡と古墳出現期の社会」 （『出雲における古墳の出現を探るj 出雲考古学研

究会） 1992 

注41 岸本直文「雪野山古墳副葬鏡群の諸問題」 （『雪野山古墳の研究j 八日市市教育委員会） 1996 
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図版第 1 狭間墳墓群

(I)狭間墳墓群遠景（北から）

(2) 1号墓全景（南西から）

(3) 2号墓全景（東から）



図版第2 狭間墳墓群

(1) 3号墓全景（東から）

(2) 4号墓全景（西から）



図版第3 狭間墳墓群

(1) 5号墓全景（西から）

(2) 5号墓頂部（東から）

(3) 6号墓全景（西から）



図版第4 狭間墳墓群

I l) 7号墓全景（西か ら）

(2) 8号墓全景（東か ら）

(3)11号墓全景（北から）



図版第 5 狭間墳墓群

( 1)12号墓全景（西から）

(2)13号墓全景（西から）

(3)11号墓主体部（南から）
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図 話 掛 川
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図版第8 狭間墳墓群

(1) 2号墓第1主体部鈍出土状況（東から） (4) 4号墓第3主体部土器検出状況（東から）

(2) 8号墓第 1主体部棺内完掘状況（東から）

(3) 8号墓第2主体部棺内完掘状況（東から） (6) 8号墓土器埋納土坑土器検出状況（東から）



図版第9 平山古墳

( 1）平山古墳空中写真（北から）

(2）平山古墳空中写真（上が北東）

(3）平山古墳主体部（西から）



図版第10 平山古墳

( 1）副葬品北群出土状況（北から）

(2）副葬品南群出土状況（南から）

(3）主体部小口溝完掘状況（東から）



（］）カ チ山北古墳群空中写真
（北から）

(2）カチ山北古墳群空中写真
（上が東）

(3) 1号墳主体部鉄刀出土状況
（東から）

図版第11 カチ山北古墳群



図版第12 カチ山北古墳群

(1) 1号墳南溝土器出土状況
（南から）

(2) 2号墳主体部副葬品出土状況
（北から）

(3) 2号墳主体部副葬品出土状況
（西から）



(!) 6・7号墳空中写真（上が北）

(2) 6号墳埴輪列検出状況（東から）

(3) 6号墳不明土坑完掘状況
（東から）

図版第13 今林古墳群



図版第14 今林古墳群

(1) 6号墳主体部副葬品出土状況
（西から）

(2) 6号墳刀剣類出土状況（南から）

(3) 6号墳農工具出土状況（南から）



図版第15 今林古墳群

(1) 6号墳鉄矛出土状況（西から）

(2) 6号墳玉類出土状況（南から）

(3) 6号墳鉄鉱出土状況（東から）



図版第16 今林古墳群

(I) 6号墳鏡出土状況（南から）

(2) 6号墳短甲出土状況（東から）



(1) 7号墳主体部棺内完掘状況
（南から）

(2) 7号墳 「U」字形鍬 ・鋤先出土
状況（西から）

(3) 7号墳曲刃鎌出土状況（南か ら）

図版第17 今林古墳群



図版第18 今林古墳群

事h

令市ふ哨綜~弘

芳、

"' v 制民 ぷ

(1) 8号墓空中写真（上が北）

宅（2)8号墓墳頂平坦面（西から）

,, (3) 8号墓第 l主体部完掘状況
（東から）



(1) 8号墓第l主体部副葬品出土
状況鏡取り上げ前（北から）

(2) 8号墓第1主体部副葬品出土
状況鏡取り上げ後（北から）

(3) 8号墓第 l主体部農工具出土
状況（西から）

図版第19 今林古墳群



図版第20 今林古墳群

(1) 8号墓第 1主体部鉄ヤリ出土
状況（北から）

(2) 8号墓第2主体部石材出土状況
（東から）

＇：~： ＇.~ (3)8号墓第2主体部棺内完掘状況
i< ~：＇. （東から）



(1) 8号墓第2主体部鈍出土状況
（南から）

(2) 8号墓第2主体部方形刃先出土
状況（西から）

(3) 8号墓第3主体部土器出土状況
（東から）

図版第21 今林古墳群



図版第22 今林遺跡
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図版第23 今林遺跡
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図版第25 平山古墳

平山古墳出土遺物



図版第26 狭間墳墓群・カチ山北古墳群・今林古墳群

第7図 1 第56図－6

第56図ー1 第56図－ 2 AB1 AB2 
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6 f 12 14 

3 
11 13 

9 
10 

.,a 。

狭間墳墓群 ・カチ山北古墳群 ・今林古墳群出土遺物



図版第27 今林古墳群
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今林古墳群出土遺物（1)
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今林古墳群出土造物（2)

図版第28 今林古墳群
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今林古墳群出土造物（3)

図版第29 今林古墳群
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図版第30 今林古墳群・今林遺跡
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